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安全のために

本製品を安全にご利用頂くために、 以下の事項を必ず守ってください。 これらの事項が守
られていない場合、 感電、 けが、 火災、 故障などの原因になり ます。

表示の意味は以下のとおりです。 内容をよ く理解してから本文をお読みください。

異常時の処理について

警告 ! データの消失やお使いの機器への損害を避けるために注意して読む必要があ り ます。

重要 : 操作上の損害を避けるために注意して読む必要があ り ます。

警告
この表示の注意事項を守らないと、火災、感電などによ り死亡や大けがなど人身事故

の原因となり ます。

注意
この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によ りけがをした り、データ

や通信の消失、物的損害の発生する可能性があ り ます。

警告
万一、内部に水などが入った場合は、電源アダプタ本体をコンセン トから抜いて販売店

にご連絡ください。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因とな り ます。

万一、内部に異物が入った場合は、電源アダプタ本体をコンセン トから抜いて販売店に

ご連絡ください。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因となり ます。

万一、煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用する と火災、感電、故障の原

因とな り ます。すぐに電源アダプタ本体をコンセン トから抜き、煙が出なくなるのを確

認して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対におや

めください。

万一、本装置を落と した り、ケースを破損した場合は、電源アダプタ本体をコンセン ト

から抜いて、販売店にご連絡ください。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因とな

り ます。

電源コードが痛んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのま

ま使用する と火災・感電の原因とな り ます。
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取り扱いについて

電源について

警告
本装置に水が入ったり しないよ う、またぬら さないよ うにご注意ください。火災、感電、

故障の原因とな り ます。

本装置の上や近くに花びん、植木鉢、コ ップ、化粧品、薬品や水などの入った容器または

小さな金属物を置かないでください。こぼれたり中に入った場合、火災、感電、故障の原

因となり ます。

弊社の指示がない限り、本装置を分解、改造しないでください。火災、感電、故障の原因

とな り ます。

弊社の指示がない限り、本装置のケースを外さないでください。電源部や内部に触れる

と火傷、感電、故障の原因とな り ます。

ぬれた手で本装置を操作しないでください。火災、感電、故障の原因となり ます。

注意
移動させる場合は、電源アダプタをコンセン トから抜き、回線コードなど外部の接続線

をはずしたこ と を確認の上、行って ください。コードが傷つき火災、感電の原因となる

こ とがあ り ます。

警告
表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災、感電、故障の原因とな

り ます。

電源アダプタはコンセン トに確実に差し込んでください。電源アダプタ（プラグ）の刃

に金属などが触れる と火災・感電の原因とな り ます。

ぬれた手で電源アダプタを抜き差ししないでください。感電の原因とな り ます。

タコ足配線はしないでください。火災、過熱の原因とな り ます。

電源コードを傷つけた り、破損した り、加工した り、無理にまげた り、ねじった り しな

いでください。重いものをのせた り、加熱した り、引っ張った りする と電源コードが破

損し、火災、感電の原因になり ます。

近くに雷が発生したと きは、電源アダプタや接続ケーブルなどを抜いてご使用をお控

えください。雷によっては火災、感電、故障の原因とな り ます。

注意
電源アダプタを抜く と きは、必ず電源アダプタ本体を持ってぬいて ください。電源

コードを引っ張る と コードが傷ついて火災、感電の原因となるこ とがあ り ます。

電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて火災、感電の原

因となるこ とがあ り ます。
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設置場所について

お手入れについて

お手入れの際は安全のために電源アダプタをコンセントから抜いて行ってください。

注意
直射日光の当たる と ころや温度の高いと ころに置かないでください。内部の温度が上

がり、火災の原因となるこ とがあ り ます。

湿気やほこ りの多い場所に置かないでください。火災、感電、故障の原因となるこ とが

あ り ます。

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたるよ う な場所には置かないでください。

火災、感電、故障の原因となるこ とがあ り ます。

ぐ らついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。落ちた り、倒

れたり して、けがの原因となるこ とがあ り ます。

振動、衝撃の多い場所に置かないで ください。落ちた り、倒れた り して、けがの原因と

なるこ とがあ り ます。

注意
アルコール、ベンジン、シンナーなど、揮発性のものは使わないでください。変色、変

形、変質や故障の原因とな り ます。

静電気集塵型化学ぞ う きんは絶対に使わないでください。故障の原因とな り ます。

年に一度は電源コードを抜き、プラグおよびコンセン トに付着しているゴ ミ 、ホコ リ

等を取り除いてください。
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このマニュアルについて

このマニュアルは、 製品ソフ ト ウェア （ファームウェア） バージ ョ ン 3.03以降を搭載した
AXIS 250S MPEG-2 ビデオサーバ （以下、 AXIS 250S） をご利用の管理者またはユーザを対
象と しています。 このマニュアルには AXIS 250S の設定、 管理、 ネッ ト ワーク上での使用
方法およびビデオサーバ本体の機能についての情報が含まれます。

AXIS 250S を確実にインス トールしてご利用頂くのに、 特別なネッ ト ワークの経験は必要
あ り ません。 必要に応じて、 内容を更新したマニュアルをアクシスコ ミ ュニケーシ ョ ンズ
株式会社 （以下、 Axis） のホームページで公開するこ とがあ り ます。

法律上の注意事項

カメ ラによる監視は法律によって禁止されている場合があ り、 その内容は国によって異な
り ます。 本製品を監視用途でご利用になる前に、 ご利用頂く地域の法律を確認して くださ
い。

AXIS 250S は本製品 1 つに対してク ライアン ト ソフ ト ウェア用ライセンスが 3 つ含まれて
います。 ク ライアン ト ソフ ト ウェアを 3 台を越えるコンピュータにインス トールするこ と
は禁止されています。 追加ラ イセンスの購入については、 Axis 製品の販売店にご連絡くだ
さい。

知的所有権

Axis Communications AB は、 このマニュアルに記載されている製品で具体化された技術に
関連する知的所有権を保有しています。 これらの知的所有権は、 米国またはその他の国に
おいて、 1 つまたは複数の追加特許、 または特許申請中のアプ リケーシ ョ ンを含んでいる
こ とがあ り ます。

電波に関する適合性 （日本）

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づく ク ラス B情
報装置です。 この装置は、 家庭環境で使用するこ とを目的と していますが、 この装置がラ
ジオやテレビジ ョ ン受信機に近接して使用される と、 受信障害を引き起こすこ とがあ り ま
す。 取扱説明書の従って正しい取り扱いをして下さい。

電波に関する適合性 （その他の国々）

This equipment generates, uses and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in 
accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio communications. However, there is no 
guarantee that interference will not occur in a particular installation.

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be determined by 
turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: Re-orient or relocate the receiving antenna. Increase the separation between the equipment 
and receiver. Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. Shielded (STP) network cables 
must be used with this unit to ensure compliance with EMC standards.

米国 - This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant to Part 
15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference in a 
residential installation. 

欧州  - The AXIS 250S fulfills the requirements for radiated emission according to limit B of EN55022:1998. When 
using the Line input, the AXIS 250S also meets the requirements for immunity according to EN55024:1998 
residential, commercial, and light industry. The Mic input may be subject to interference from nearby radio 
transmissions. For best performance, use the Line input.
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責任

Axis は、 このマニュアルの技術的、 印刷上の誤りについて、 一切の責任を負いません。 ま
た Axis は、 予告なく製品やマニュアルの記載内容に対して変更、 修正を行う こ とがあ り、
将来にわたるいかなる約束を表明するものではあ り ません。 Axis は、 Axis製品およびソフ
ト ウェアの使用の結果に生じた、 偶発的な損害および間接的な損害、 またこれらに付随す
る事業上の利益の損失、 データの喪失、 その他使用に起因して生じるいかなる損害に対し
ても責任を負いません。 Axis は、 このマニュアルに含まれる記述、 製品の商業価値および
製品の特定用途に対する適合性について、 明示的また黙示的な保証を一切いたしません。

商標

Acrobat、 Adobe、 IBM、 Linux、 Macintosh、 Microsoft、 OS/2、 UNIX、Windows、 WWWは各
社の登録商標です。 Java およびすべての Java関連の商標およびロゴは、 米国およびその他
の国における米国 Sun Microsystems Inc.の商標または登録商標です。 

サポートサービス

インターネッ トがご利用になれる場合は、 技術サポート情報、 更新された製品ソフ ト ウェ
ア（ファームウェア）、 ユーティ リ ティ ソフ ト ウェア、会社情報など、 下記のアドレスから
ご覧頂けます。

その他

このマニュアルの制作には細心の注意を払っており ますが、 不正確な記述や脱落、 乱丁ま
たは落丁を見つけられた場合は、 info@axiscom.co.jp までご連絡ください。

WWW: http://www.axiscom.co.jp/ 

AXIS 250S MPEG-2ビデオサーバユーザーズマニュアル 第 1版
2003年 7月発行

Copyright ©アクシスコミュニケーションズ株式会社、 2003 Part No: 20759
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製品の概要

AXIS 250S MPEG-2 ビデオサーバ （以下、 AXIS 250S） は、 TCP/IP を利用したローカルエリアネッ
ト ワーク （LAN） 上で DVD品質の MPEG-2によるビデオ映像を リアルタイムで圧縮、送信します。
ビデオ映像の配信には、 Motion-JPEG で必要と される帯域幅の約 1/3 を使用します。
AXIS 250Sは、 ネッ ト ワーク上でアナログビデオの映像を配信するために必要なシステムを備えて
います。内蔵Webサーバは、 ビデオ映像を閲覧するためのページや、Webベースの管理・設定ペー
ジを提供します。 これらのページには、ネッ ト ワークを経由して Webブラウザからアクセスするこ
とができます。 また AXIS 250Sは、 TCP/IP、 SMTP、 HTTPおよび他のインターネッ トに関連するプ
ロ ト コルに対応しています。

  AXIS 250S MPEG-2 ビデオサーバ

特徴と利点

完全かつ独立

AXIS 250Sは他のサーバから独立しています。 映像や音声のソース となる、 カメ ラやオーディオ機
器以外のハード ウェアは必要あ り ません。 ラ イブ映像の閲覧や AXIS 250S の設定に必要なソフ ト
ウェアは、 Microsoft® Internet Explorer、 Microsoft Media Player、 そして DirectX®です。 これら
のソフ ト ウェアは、 Windows 2000およびWindows XPに含まれています。 対応するバージ ョ ン情
報については、 15 ページ 「コンピュータのシステム要件」 を参照して ください。 Microsoft Media
Player は、 AXIS MPEG-2 Viewer と と もにビデオ映像を閲覧するために使用されます。 AXIS 250S
には、 エンコーダ （1つ） と閲覧用のデコーダ （3つ） のラ イセンスが含まれています。 また AXIS
250Sは、TCP/IP、SMTP、HTTPおよび他のインターネッ トに関連するプロ ト コルに対応しています。

優れたイメージング

ハード ウェアによる MPEG-2形式のデータ圧縮および転送は、Motion-JPEG で必要と される帯域幅
の約 1/3 を使用します。ビデオ映像は LAN上で最大 3台のク ライアン ト コンピュータから閲覧する
こ とが可能で、 30 フレーム / 秒 （NTSC） のフレームレート を実現します。 使用できる画像の解像
度は 720 × 480 または 352 × 240 （NTSC） です。 また、 ビッ ト レートの設定も可能です。 ク ラ イ
アン ト コンピュータ上のハード ウェアアクセラレータを搭載した高性能ビデオカードにも対応して
います。
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基板上の AXIS ETRAX 100LX プロセッサは、 10/100Mbps ネッ ト ワーク上で最大 30 フレーム / 秒
（NTSC） のパフォーマンスを提供します。

設定可能なイベン ト

FTP サーバに MPEG-2 ビデオ映像を保存した り、 外付けデバイスを利用してイベン ト を実行するこ
とができます。 プ リ ト リガビデオバッファを有効に設定する と、 イベン トが発生する直前のビデオ
映像を、最大 1分間まで AXIS 250Sにバッファするこ とができます。 また、 イベン トの発生を電子
メールで通知するこ と も可能です。

外付けデバイスとの接続

AXIS 250Sは RS-232 ポートおよび I/O コネク タを備えており、パン /チルト / ズームデバイス、 ド
アベル、 スイ ッチ、 アラーム リ レーなどの外付けデバイスを接続する物理的なインターフェイスを
提供します。 特定の時間に動作するアプ リケーシ ョ ンや、 アラームベースで実行するイベン ト を作
成するこ とができます。 また、 警報機などのデバイスを リ レー出力を利用して動作させたり、 高品
質のオーディオ機器をフルに活用するこ とができます。 アラーム入力 （4 つ） には、 イベン トや録
画を動作させるセンサーを接続します。 またデジタル出力 （1 つ） を利用すれば、 AXIS 250S から
外付けデバイスを駆動するこ とができます。

オーディオ入力とビデオ入力

AXIS 250Sは CCTV カメ ラを接続する BNC コンポジッ ト ビデオ入力、カメ ラやビデオ機器を接続す
る S ビデオ入力を 1つずつ備えています。 また、 マイクを接続するマイ ク入力と音声ソース と接続
するライン入力をそれぞれを 1 つずつ備えています。 マイ ク と ラ イン入力はそれぞれ独立して音声
の増幅を行います。

セキュリテ ィ

マルチユーザ、 およびマルチレベルによるパスワード保護に対応しています。 管理者はユーザアカ
ウン トの作成や編集、また匿名ユーザによる画像の閲覧を許可するこ とができます。また内蔵のファ
イアウォール機能は、 不正なアクセスを防ぐための IP フ ィルタ リ ングを実行します。
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アプリケーシ ョ ン

AXIS 250Sは監視やモニタ リ ングアプ リケーシ ョ ンなど、 さまざまな用途に使用するこ とができま
す。 ローカルエリアネッ ト ワーク （LAN） 上で高品質の映像と音声を、 固定のフレームレートで配
信するアプ リケーシ ョ ンに最適です。また AXIS 250Sは、 連続した画像を FTPサーバにアップロー
ドするこ とができ、 インターネッ ト を経由した間接的な画像へのアクセスを実現します。

LAN上のコンピュータの Web ブラウザから AXIS 250S に直接アクセスした場合、 ビデオ映像をラ
イブで閲覧した り、AXIS 250S をいつでも管理・設定するこ とができます。優れた機能を持つ AXIS
250Sは、侵入者の探知、生産工程のコン ト ロール、公共のモニタ リ ング、目視による保安などに理
想的なツールです。

� LAN上で最大 3つのクライアン トが同時にビデオ映像にアクセス可能

� FTPサーバに画像を連続してアップロード

� イベン トの通知
� プリ ト リガとポスト ト リガを利用した画像のキャプチャ

ローカルエリア

ネッ トワーク

AXIS 250S MPEG-2
ビデオサーバ

カ メ ラ

マイク
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機能と名称

AXIS 250S のインディケータおよびコネク タなどについて説明します。 内容をよ くお読みにな り、
AXIS 250Sのインス トール時にはこの説明を参考にして ください。

フロン トパネル

リアパネル

❶ リセッ トボタン -工場
出荷時のデフォル ト設定

に リセッ トする時に使用

します （詳し くは 33ペー
ジ 「工場出荷時のデフォ

ル ト 設定に戻す」 を参

照）。

❷  Mic コネク タ - マイク
を接続します。

❸  Line コネク タ -他の音声入力デバイスを接続します。

❹  Y/C ビデオ入力 （S ビデオ） - S ビデオケーブル接続用インターフェイスです。

❺ スイ ッチ - 75オーム BNC用ビデオ入力の終端抵抗の設定スイ ッチ。 通常は Onに設定します。

❻ ビデオ入力 （BNC） -同軸 /BNC コネク タ接続用のインターフェイス。接続には RG59、75 オームの同軸ケーブル を
使用。 ケーブルの最大長は 250 メートル以内を推奨します。

❺

❻

❹❸❷

❶

❹

❶

❸

❺ ❻

❷
❶  I/O-A コネク タ - ト ラ
ンジスタ出力 （1つ）、デ
ジタル入力 （2つ）、GND
への物理的な イ ン ター
フェイス。 CCTV機器に
一般的に付随する外付
けデバイ ス と の接続に
使用します（詳し くは 60
ページ 「I/O コネク タ」 を参照）。

❷ 外部電源コネク タ -専用外部電源 （PS-K） を接続するためのソケッ ト 。

❸  RS-232 シ リアルコネク タ - パン /チルト / ズームデバイス との接続に使用します。

❹  RJ-45ネッ ト ワークコネク タ - ローカルネッ ト ワークセグ メン トの速度を自動的に検出し、 データ通信の速度を切
り替えます （10 または 100Mbps）。

❺ インディケータ （LED）
Power インディケータ （左） - 正常動作時には緑色で点灯。 外部電源に問題がある場合は、 緑色で点滅または消灯。
またファームウェアのアップグレード時には、 オレンジ色と緑色で交互に点滅します。

Status インディケータ （中） -正常動作時には緑色で点灯。 重大なエラーが発生した時は赤色で点灯します。
Network インディケータ （右） - 10Mbps ネッ ト ワークに接続している時はオレンジ色、 100Mbps ネッ ト ワークに接
続している時は緑色で点滅。 ネッ ト ワークに接続されていない場合は赤色で点灯。 インディケータが消灯している時

はネッ ト ワークアクティ ビティがないこ とを示します。

❻  I/O-B コネク タ - RS-485パン /チルトデバイス、およびデジタル入力（2つ）用の物理的なインターフェイスです（ピ
ン配列については 60ページ 「I/O コネク タ」 を参照）。
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ハードウェアの開梱と検査

製品の梱包を開き、 内容物を以下の リ ス ト と照ら し合わせてください。 不足しているものや破損し
ているものがあった場合は、 お早めにご購入先にご連絡ください。

注意 ： AXIS 250S に付属している電源が、 専用の外部電源アダプタ （PS-K） であることを確認して くだ
さい。

名称 数量 備考

AXIS 250S ビデオサーバ 1 NTSC、 PAL に対応。

ター ミナルコネク タ 2

お客様登録カード 1

ラ イセンス契約書 1 AXIS MPEG-2 Viewer用ラ イセンス契約書。

外部電源アダプタ / PS-K 1

取付けキッ ト 1 ネジ、 プラスチッ クプラグ、 プラスチッ ク ク ッシ ョ ン （各 4個）。

ユーザーズマニュアル（またはAXIS
Online CD）

1
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AXIS 250S をインストールする

AXIS 250S をネッ ト ワークにインス トールする方法について説明します。 この章はネッ ト ワーク管
理者向けの内容となっていますので、 AXIS 250Sの操作方法については、 34ページ 「AXIS 250S を
操作する」 を参照して ください。

� クイックインストール -以下の手順にしたがって、 AXIS 250S をネッ トワークにインストールして く
ださい。

� 他のインストール方法 - 53ページ 「付録 A その他の IP アドレスの設定方法」 を参照して ください。

4． 同一ネッ ト ワーク上のコンピュータから、 AXIS 250Sに唯一の IP アドレスを割り当てます。

Windows環境の場合
コマンドプロンプ ト を起動して以下のコマンドを実行します。 ホス ト IP アドレスは、 お使いのコン
ピュータの IP アドレスです。 アンダースコア （ _ ） は半角のスペースを示します。 また、 Windows
環境では物理アドレスをハイフン （-） で区切るよ うにしてください。

2000 - ［スタート ］ - ［プログラム］ - ［アクセサリ ］ - ［コマンドプロンプ ト ］ を選択。
XP - ［スタート ］ - ［すべてのプログラム］ - ［アクセサリ ］ - ［コマンドプロンプ ト ］ を選択。

UNIX環境の場合
コマンド ラインで、 以下のコマンドを実行します。

構文 ：

arp_-s_ビデオサーバ IPアドレス _物理アドレス _ホスト IPアドレス
ping_-t_ビデオサーバ IPアドレス

例 ：

arp_-s_192.168.70.183_00-40-8c-10-00-86_192.168.70.180
ping_-t_192.168.70.183

構文 ：

arp_-s_ビデオサーバ IPアドレス _物理アドレス _temp 
ping_ビデオサーバ IPアドレス

例 ：

arp_-s_192.168.70.183_00:40:8c:10:00:86_temp
ping_192.168.70.183

3． AXIS 250S の底面ラベルに記載され
ているシ リ アル番号を控えて ください。

IP アドレスを設定する際に、 このシ リア
ル番号が必要とな り ます。

シ リアル番号は物理アドレス と
同じになり ます。

例：00408c100086 = 
00:40:8c:10:00:86

2．ビデオソースを BNC コネ
クタ、 または S ビデオコネク
タに接続します （ビデオソー

スがRCAコネク タを利用して
いる場合は、 BNC-RCA 変換
コネ ク タ を使用して く だ さ

い）。スイ ッチは通常 Onに設
定しますが、 AXIS 250S をモ
ニ タなど と並列に接続する

場合は Offにして ください。

1． マイクを Mic コネク タに接続します。 ま
た、他の音声入力デバイスがある場合は Line
コネクタに接続します。
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Windows環境の場合、 ホス トから Request timed out... とい う メ ッセージが返さ
れます。

7．Windows環境では、外部電源を接続してから約10～15秒後にReply from 192.168.70.183．．
のよ うな メ ッセージがコマンドプロンプ トに表示されます。UNIX環境では、192.168.70.183 is
alive のよ う な メ ッセージがコマン ド ラ インに表示されます。 Power インディケータが点灯し、
Network インディケータが断続的に点滅しているこ とを確認して ください。

8． Windows 環境の場合、 Ctrl キーと C キーを同時に押して ping を終了します。 これで、 ネッ ト
ワークへの AXIS 250Sのインス トールが完了しました。

コンピュータのシステム要件

AXIS 250Sのビデオ映像を閲覧するコンピュータは、 ハード ウェア、 ソフ ト ウェアと もに以下の条
件を満たしている必要があ り ます。

� Pentium III 500MHz以上の CPU
� 128 Mバイ ト以上のメモリ
� 16 Mバイ トのビデオメモリを搭載した DirectDraw®対応の AGP グラフ ィ ックカード
� Windows 2000 またはWindows XP （XPは Service Pack 1 を適用）
� Internet Explorer 6 （Service Pack 1 を適用） 以上
� Windows Media Player 7.1以上
� DirectX 8.1以上

Power インディケータ

6． 外部電源アダプタのプラグを AXIS 250S に差
し込んでから、電源をコンセン トに差し込みます。

Network インディケータ

5． ネッ ト ワークケーブルを差し込み、 AXIS 250S
をネッ ト ワークに接続します。

Status インディケータ
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AXIS MPEG-2 Viewer をインストールする

コンピュータから初めて AXIS 250Sにアクセスする と、AXIS MPEG-2 Viewerのインス トールウ ィ
ザードが自動的に起動します。 Internet Explorer で AXIS 250Sのビデオ映像を閲覧するには、 この
ソフ ト ウェアが必要とな り ます。 以下の手順にしたがって、 AXIS MPEG-2 Viewer をインス トール
して ください。

1. Web ブラウザを起動します。 ［アドレス］ フ ィールドに AXIS 250S に割り当てた IP アドレスを
入力し、 Enter キーを押します。

2. ［セキュ リ ティ警告］ ページが表示されたら、 ［はい］ をク リ ッ ク します。
3. ［Welcome］ ページが表示されます。 ［Next］ をク リ ッ ク します。

4. ［License］ ページが表示されます。 製品には日本語のラ イセンス契約書が同梱されています。 内
容をよ くお読みになり、ライセンス契約書に同意される場合は ［I accept the License agreements］
のオプシ ョ ンをチェ ッ ク して ［Next］ をク リ ッ ク します。

5. ［Start Installation］ページが表示されます。［Next］をク リ ッ クする と インス トールが開始します。

6. ［Installation Complete］ ページが表示されます。 ［Finish］ をク リ ッ ク してウ ィザードを終了しま
す。

重要！

AXIS MPEG-2 Viewer をインス トールした後にコンピュータの再起動を求めるダイアログボッ クス
が表示された場合は、 メ ッセージにしたがって再起動してください。

AXIS MPEG-2 Viewerのインス トールが完了する と、Windowsの ［コン ト ロールパネル］ に ［AXIS
MPEG-2 Viewer］ アイコンが作成されます。 このアイコンをダブルク リ ッ クする と ［AXIS MPEG-2
Properties］ ページが表示され、 以下の設定を行う こ とができます。

例 ：

http://192.168.70.183/

� 1台の AXIS 250Sには AXIS MPEG-2 Viewerのライセンスが 3つ含まれています。AXIS MPEG-2 Viewer
を 3台を越えるコンピュータにインストールして同時に使用することはライセンス契約に違反しま
す。 追加ライセンスの購入については、 Axis製品の販売店へお問い合わせ ください。

� AXIS MPEG-2 Viewer をインストールするには、 Internet Explorerのセキュリテ ィの設定で署名済みの
ActiveX コン ト ロールのダウンロードが許可されている必要があります。Internet Explorerのデフォル
トの設定では、 ダウンロードは許可されています。

� AXIS MPEG-2 Viewerは、 ［コン ト ロールパネル］ の ［プログラムの追加と削除］ からアンインストー
ルすることができます。

� お使いのコンピュータに Windows Media Player 7.1以上、 DirectX 8.1以上がインストールされていな
い場合、 AXIS MPEG-2 Viewer のインストールの間にその旨のメ ッセージが表示されます。 お使いの
コンピュータにこれらのソフ トウェアをインストールした後に AXIS MPEG-2 Viewerのインストール
を行うよ うにして ください。
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Network Connection Timeout - この値は、 エラー
メ ッセージが表示される前にコンピュータが AXIS
250S にアクセスを試みるまでの待ち時間を秒で指
定します。デフォルト値は 15に設定されています。

Set the AXIS MPEG-2 decoder as the default
viewing codec - このオプシ ョ ンを選択する と、
MPEG-2 ビデオ映像を閲覧する時に AXIS MPEG-2
Viewer が標準で使用されるよ うにな り ます。 他の
デコーダを後からインス トールした場合、この設定
が変更されるこ とがあ り ます。
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Web ブラウザから AXIS 250S にアクセスする

重要！

AXIS 250S は、 管理者 「root」 とそのデフォルトパスワード 「pass」 が定義された状態で出荷されてい
ます。 権限のないユーザによる設定ページやビデオ映像へのアクセスを防ぐためにも、 管理者 （root）
用のパスワードはできるだけ早 く変更して ください。

1． Web ブラウザを起動し、 ［アドレス］ フ ィールドに
AXIS 250S に割り当てた IP アドレスを入力します。

2．［Live View］ ページが表示されま
す。 ［Setup］ リ ン ク を ク リ ッ ク し、
AXIS 250Sの設定を行います。
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オーディオ機器とビデオソース

以下の手順にしたがって、 オーディオ機器とビデオソースの設定を行ってください。

1. ［Setup］ リ ンクをク リ ッ ク して設定ページを開きます。画面左側の リ ンクから ［Audio ＆ Video］
をク リ ッ ク します。 ビデオ設定用の ［Video］ ページが表示されます。

2. ［Physical connector］ オプシ ョ ンから、映像ソース となる機器が接続されているコネクタを選択
します。

3. ［Source modulation］ オプシ ョ ンから、お使いの機器に合った変調方式を選択します。日本では
NTSC方式が一般的ですが、お使いの機器に付属のマニュアル等で確認して ください。［Save］ を
ク リ ッ ク して設定を保存します。

4. ［Audio］ リ ンクをク リ ッ ク します。 音声設定用の ［Audio］ ページが表示されます。

5. ［Input］ オプシ ョ ンから、 音声ソースとなる機器が接続されているコネクタを選択します。

6. ［Enable］オプシ ョ ンにチェ ッ クマークが付いているこ とを確認します。必要に応じて、［Quality］
および ［Mic input sensitivity］ オプシ ョ ンを設定します。 ［Save］ をク リ ッ ク して設定を保存し
ます。

7. 画面左上の ［Live View］ リ ンクをク リ ッ ク してビデオ映像と音声を確認します。

オーディオ機器とビデオソースの詳しい設定方法については、 47ページ 「オーディオとビデオの設
定」 を参照して ください。
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AXIS 250S を設定する

AXIS 250Sの設定を行う System Optionsについて説明します。AXIS 250Sの一般的な操作方法、た
とえばイベン トの追加方法などについては、34ページ「AXIS 250Sを操作する」を参照して ください。

System Options を利用した設定を行う前に、 AXIS 250Sが正し くネッ ト ワークにインス トールされ
ている必要があ り ます。 まだインス トールが完了していない場合は、 14ページ 「AXIS 250S をイン
ス トールする」 を参考にインス トールを行ってください。

System Optionsは、 AXIS 250Sの管理者が利用するよ うにして ください。

重要！

System Optionsにアクセスする

System Options を利用して、いつでも AXIS 250Sの設定を行う こ とができます。以下の手順にした
がって、 Webブラウザから System Optionsにアクセスして ください。

1. Webブラウザを起動します。 ［アドレス］ フ ィールドに、AXIS 250Sに割り当てた IP アドレスを
入力し、 Enter キーを押します。

2. 初めて AXIS 250S にアクセスする場合、 ユーザ名とパスワードを入力する必要はあ り ません。
［Live View］ ページが表示されたら、 左上の ［Setup］ リ ンクをク リ ッ ク します。 画面左側に表
示される リ ンクから、 ［System Options］ をク リ ッ ク します。

� あらかじめ定義されている管理者 （root） 用のデフォルトパスワード （pass） は、 できるだけ早 く
変更するよ うにして ください。 このデフォルトパスワードを変更しない限り、 セキュリテ ィ機能は
有効になりません。ユーザの設定について詳し くは、22ページ「ユーザの設定」を参照して ください。

� 初めて AXIS 250S にアクセスして設定ページを利用する場合、 管理者と見なされるためユーザ名お
よびパスワードの入力は必要ありません。

� AXIS 250S の Web ベースの設定ページを利用するには、 Web ブラウザの設定で JavaScript が有効に
なっている必要があります。

例 ：

http://192.168.70.183/



 AXIS 250Sユーザーズマニュアル  21 
System Optionsの概要

以下の表に、 System Options で行える設定の概要を示します。 各設定の詳細については、 参照先の
ページをご覧ください。

項目 設定の概要 参照先

Security - Users ユーザ名とパスワードの追加、 変更、 削除、 および管理者 （root） 用のパス
ワードの変更を行います。

22ページ

Security - Firewall AXIS 250Sへの不正なアクセスを防ぐための内蔵ファ イアウォール機能。アク
セスを許可する IP アドレス、 およびプロ ト コルの設定を行います。

24ページ

Date & Time 日付と時刻の設定。 手動または自動による設定が可能です。 25ページ
Network - TCP/IP IP アドレスの設定方法 （BOOTP/DHCP/手動） の選択、 およびネッ ト ワークの

設定。 ネッ ト ワークスピードの選択も可能です。
26ページ

Network - SMTP
（email）

メールサーバの設定。 この設定は、特定のイベン トが発生したこ とを電子メー

ルで通知する場合に必要となり ます。

29ページ

Ports & Devices - I/O 
Ports

入力および出力の有効 ・ 無効の切り替え、 および設定を行います。 30ページ

Ports & Devices - 
RS-232

パン /チルト / ズームデバイスを接続している場合は、 このページで適切なド
ライバを選択します。

31ページ

Ports & Devices - 
RS-485

日本ではこのオプシ ョ ンはサポート しており ません。

Maintenance AXIS 250S を再起動したり、 工場出荷時のデフォルト設定に リセッ ト します。 32ページ
Support - Support 
Overview

サポートに関する情報を表示します。 32ページ

Support - Logs & 
Reports

ログファイル、 サーバレポート、 パラ メータ リ ス ト を表示します。 32ページ

Support - About AXIS 250Sの開発に関する情報を表示します。 33ページ



AXIS 250S を設定する 22
ユーザの設定

AXIS 250Sへの不正なアクセスを防ぐため、 AXIS 250Sはマルチレベルのパスワード保護機能に対
応しています。登録可能なユーザは、あらかじめ定義された管理者 （root） を入れて最大 20名です。
管理者 （root） は ［Users］ ページにアクセスしてユーザの追加、 変更および削除を自由に行う こ と
ができます。画面左側の リ ンクから ［Security］ をク リ ッ クする と、 ［Users］ ページが表示されます。

� Anonymous Login - このチェ ッ クボッ クスをオンにして ［Apply］ ボタンをク リ ッ クする と、 匿名
ユーザによる AXIS 250S の ［Live View］ ページへのアクセスが許可されます （設定ページにア

クセスするには、 定義済みのユーザ名とパスワードで AXIS 250S にログオンする必要があ り ま
す）。

� User List -現在登録されているユーザの一覧が表示されます。 管理者 （root） はあらかじめ定義された
ユーザで、 削除するこ とはできません。 root 用のデフォルトパスワード （pass） は、 できるだけ早く
変更して ください。

重要！

� 管理者 （root） 用のデフォルトパスワード （pass） を変更するとセキュリテ ィの機能が有効となり、
登録済みのユーザだけが ［Live View］ ページや設定ページにアクセスできるよ うになります。 ただ
し、 ［Anonymous Login］ オプシ ョ ンが有効に設定されている場合は、 登録されていないユーザでも
［Live View］ ページにはアクセスすることができます。

� ［Anonymous Login］ オプシ ョ ンの設定は、 root用のパスワードが変更されない限り機能しません。

� すべての Axis製品にはデフォルトで同じパスワードが設定されています。できるだけ早 く root用の
パスワードを変更するよ うにして ください。

� root 用のパスワードを一旦変更してから再度デフォルトパスワード （pass） に戻した場合、 セキュ
リテ ィ機能は無効になります。
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ユーザを追加する

［Users］ ページの ［Add...］ ボタンを ク リ ッ クする と ［User
Setup］ ページが表示されます。
� User name -ユーザ名を半角英数字 （ただし先頭は英字） 11文
字以内で指定します。

� Password -パスワードを半角文字 8文字以内で指定します。

� Confirm password -パスワードを再入力します。

ユーザグループ

［User group］ のオプシ ョ ンから、新規ユーザが属するグループを選択します。 アクセス権のレベル
は、 以下の通りです。

� Viewer -画像の閲覧だけが可能な、最も低いアクセス権です。パン /チルト / ズームが可能なデバイス
を接続している場合、 ［Live View］ ページにコン ト ロールバーを表示するこ とができます。 このアク
セス権を持つユーザも、 これらのコン ト ロールバーを操作するこ とができます。

� Operator - System Optionsに属する設定を除く、 イベン ト、 FTPサーバへのアップロード、 イベン トの
通知、 オーディオとビデオ、 ［Live View］ ページのレイアウ トに関する設定が可能なアクセス権です。

� Administrator - AXIS 250Sのすべての設定が可能なアクセス権です。

すべての設定を行ったら、 ［OK］ ボタンをク リ ッ ク してユーザを追加します。 ［Cancel］ ボタンをク
リ ッ クする と、 設定を保存せずに ［User Setup］ ページを閉じます。

ユーザ設定の変更と削除

設定を変更する場合は ［User List］ の一覧からユーザ名をク リ ッ ク して選択し、 ［Modify...］ ボタン
をク リ ッ ク します。 ［User Setup］ ページで変更を行い、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ユーザを削除する場合は ［User List］ の一覧からユーザ名をク リ ッ ク して選択し、 ［Remove...］ ボ
タンをク リ ッ ク します。 削除を確認する メ ッセージが表示されたら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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ファイアウォールの設定

内蔵のファ イアウォール機能は、 AXIS 250S を不正なアクセスから保護します。 AXIS 250Sへのア
クセスを制限するには、 アクセスを許可するコンピュータの IP アドレスを指定します。 この機能を
有効にする と、 ［Allowed IP Adresses］ の一覧に表示されていない IP アドレスを持つコンピュータ
は、 AXIS 250S にアクセスできな く な り ます。 画面左側の リ ンクから ［Security - Firewall］ を ク
リ ッ クする と ［Firewall］ ページが表示されます。

� Enable firewall - ファ イアウォール機能を有効にするには、 ［Enable firewall］ のチェ ッ クをオンにして
［Apply］ ボタンをク リ ッ ク して ください。

� Allowed IP Addresses -この一覧には、AXIS 250Sへのアクセスを許可されたIPアドレスが表示されます。

許可する IP アドレスを追加する

［Firewall］ ページの ［Add...］ ボタンを ク リ ッ ク
する と ［Allowed IP Address］ページが表示されま
す。

� IP address - このフ ィールドに、 IP アドレスを個
別、 または範囲で指定します。範囲による指定は、
多くのアクセスを許可する場合に便利です。 たと
えば、 「192.168.0.*」 のよ うに指定する と、 192.168.0.0 ～ 192.168.0.255 までの IP アドレスが追加さ
れます。 このフ ィールドには、 最大 256個までの IP アドレスを登録するこ とができます。

� Allowed ports - AXIS 250S へのアクセスに利用できるプロ ト コル （FTP および HTTP） を選択します。
利用するポート番号を指定する必要がある場合は、 ［Port range from］ フ ィールドにポート番号を指定
して ください。 HTTP を利用する場合は、 ［Network - TCP/IP］ ページで指定されている HTTP ポート と
同じ値が設定されている必要があ り ます。［Network - TCP/IP］ページでデフォルト値の 80以外が設定
されている場合は、 このフ ィールドにその値を手動で追加してください。

すべての設定を行ったら、 ［OK］ ボタンを ク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Cancel］ ボタンを ク
リ ッ クする と、 設定を保存せずに ［Allowed IP Adderess］ ページを閉じます。

注意 ： プロキシサーバを経由して AXIS 250S にアクセスする場合は、 プロキシサーバの IP アドレスを
［Allowed IP Addresses］ の一覧に追加して ください。
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許可した IP アドレスの変更と削除

設定を変更する場合は ［Allowed IP Addresses］ の一覧から IP ア ド レスを ク リ ッ ク して選択し、
［Modify...］ ボタンをク リ ッ ク します。 変更を行い、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

IP アドレスを削除する場合は ［Allowed IP Addresses］ の一覧から IP アドレスをク リ ッ ク して選択
し、 ［Remove...］ ボタンをク リ ッ ク します。 削除を確認する メ ッセージが表示されたら、 ［OK］ を
ク リ ッ ク します。

日付と時刻の設定

画面左側の リ ンクから ［Date & Time］ をク リ ッ クする と ［Date ＆ Time Settings］ ページが表示さ
れます。

現在の日付と時刻 - Current server time

［Current server time］ には、 現在 AXIS 250Sに設定されている日付と時刻が表示されます。

日付と時刻の設定方法 - New server time
� Time zone - AXIS 250S を利用している地域を選択します。

� Automatically adjust for daylight saving time changes - このチェ ッ クをオンにする と、 サマータイムの
調整を自動的に行います。

� Time mode -日付と時刻の設定方法を以下のオプシ ョ ンから選択します。

- Synchronize with computer time - コンピュータの時間に合わせます。

- Synchronize with NTP server - NTP サーバの時間に、 1 分毎に同期します。 ［NTP server］ フ ィールド
に NTPサーバの IP アドレスまたはホス ト名を指定し、 ［Time zone］ リ ス トボッ クスから適切な地域
を選択します。 ホス ト名を利用する場合は、 ［Network - TCP/IP］ ページで ［DNS］ の設定を行う必
要があ り ます。

- Set manually -日付と時刻を手動で指定します。

すべての設定を行ったら、 ［Save］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Reset］ ボタンをク
リ ッ クする と、 手動で設定した日付と時刻を リセッ ト します。
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ネッ トワークの設定

画面左側の リ ンクから ［Network］ をク リ ッ クする と、 ［TCP/IP Settings］ ページが表示されます。

IP アドレスを自動的に設定する - Automatic IP Configuration
� BOOTP - BOOTP を利用して自動的に IPアドレスの割り当てを行うには、このオプシ ョ ンを選択します。

BOOTP を利用する場合は、 ネッ ト ワーク上に BOOTP サーバが必要となり ます。 BOOTP はデフォルト
で有効に設定されています。

� DHCP - DHCP （Dynamic Host Configuration Protocol） を利用する と、 IP アドレスを集中して管理しな
がらネッ ト ワーク上のコンピュータに自動的に IP アドレスを割り当てるこ とができます。 DHCP サー
バを利用した IP アドレスの割り当てを行う場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

� Manual IP configuration - このオプシ ョ ンを選択した場合は、 28 ページ 「IP アドレスを手動で設定す
る - Manual IP Configuration」 を参照して設定を行ってください。

重要！

DHCP オプシ ョ ンは、 IP アドレスの変更通知機能を利用している場合、また DHCPサーバが DNSサーバ
を更新してホスト名で AXIS 250Sにアクセスできる場合に有効にして ください。 DHCP オプシ ョ ンを有
効にした状態で AXIS 250Sにアクセスできない場合は、 AXIS 250S を工場出荷時のデフォルト設定 （33
ページを参照） にリセッ ト して手動で IP アドレスを設定して ください （14ページを参照）。
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IP アドレスの変更通知機能 - Notification of IP Address Change

DHCP などによって AXIS 250Sの IP アドレスが予期せずに変更されてしまった場合に、その変更情
報を通知する こ と ができ ます。 ［TCP/IP Settings］ ページの ［Settings］ ボ タ ンを ク リ ッ ク し て
［Notification of IP Address Change］ページを開き、以下の表を参考に必要な設定を行ってください。

HTTP Notification

このオプシ ョ ンを有効にした場合、HTTP GET リ クエス ト を指定した URLに送信し、 リ クエス ト を受け取ったサーバ
側に用意された CGI スク リプ トによって情報を処理します。

Enable このチェ ッ クをオンにする と HTTPによる通知が有効になり ます。
URL 情報を処理する CGI スク リプ トへの URL を指定します。

Custom parameters オプシ ョ ンパラ メータです。 こ こには URL エンコード化された文字列を入力します。 文字列
の最初には 「＆」 をつける必要があ り ます。

User name CGI ス ク リプ トがパスワードで保護されている場合、 ユーザ名を指定します。

Password CGI ス ク リプ トがパスワードで保護されている場合、 パスワードを指定します。

Proxy URLに記述されているホス トに接続する際にプロキシサーバを経由する場合は、プロキシサー
バの IP アドレスを入力します。

Proxy port プロキシサーバが利用するポート番号を入力します。
Proxy users プロキシサーバへの接続にユーザ名が必要な場合は、 ユーザ名を指定します。

Proxy password プロキシサーバへの接続にパスワードが必要な場合は、 パスワードを指定します。
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IP アドレスを手動で設定する - Manual IP Configuration
� IP address - AXIS 250Sに割り当てる IP アドレスを入力します。IP アドレスはピ リオドで区切られた 4
つの値で構成されます。 それぞれの値は、 0～ 255の間で指定して ください （例 ： 172.21.1.200）。

注意 ： 手動で AXIS 250Sに IP アドレスを設定する場合は、事前にネッ トワーク管理者に相談するよ うに
して ください。 ネッ トワーク上で IP アドレスの競合が発生しないよう、 十分ご注意ください。

� Default router -デフォルトゲート ウェイを指定します。

� Subnet mask - AXIS 250Sが属しているサブネッ トマスクを指定します。 

� Host name - DNS サーバが動作しているネッ ト ワーク環境でホス ト名を利用して AXIS 250S にアクセ
スする場合は、 AXIS 250Sのホス ト名を入力します。 通常、 ホス ト名は DNS名と同じになり ます。 ホ
ス ト名は、完全修飾ド メ イン名の最初の部分に相当します （ピ リオドを除く ）。 たとえば、完全修飾ド
メ イン名が myserver.axis.comの場合、 ホス ト名は myserverになり ます。

SMTP Notification （email）
変更情報を電子メールで送信します。

Enable このチェ ッ クをオンにする と SMTPによる通知が有効になり ます。

Send to 変更情報の送信先の電子メールアドレスを入力します。
From 変更情報を含む電子メールの送信者のメールアドレスを入力します。

Subject 電子メールの件名と して表示するテキス ト を入力します。

Send test mail このボタンをク リ ッ クする と、 テス ト メールを送信します。

FTP Notification

変更情報を含むファイルを FTPサーバ上に保存します。
Enable このチェ ッ クをオンにする と FTPによる通知が有効になり ます。

Network address 利用する FTPサーバの IP アドレスまたはホス ト名を入力します。
Upload path 利用する FTPサーバの保存先へのパスを入力します。

User name FTPサーバにログオンする際のユーザ名を入力します。

Password FTPサーバにログオンする際のパスワードを入力します。
Use passive mode 通常、 AXIS 250S は FTP サーバに対してデータコネクシ ョ ンを確立するよ う要求します。 こ

のチェ ッ クボッ クスをオンにする と、 PASV コマンドが FTP サーバに発行され、 Passive モー
ドによる接続が確立されます。 これによ り、 AXIS 250Sは対象となる FTPサーバに対し、 FTP
コン ト ロールコネクシ ョ ンとデータコネクシ ョ ンを両方と も行う こ とができます。 この機能

は、AXIS 250S と FTPサーバの間にファ イアウォールが設置されている場合などに便利です。

Text type 変更情報ファ イルを FTP を利用して転送する場合、 ファ イルに含める情報を次の 3 種類から
選択するこ とができます。

Short -変更された IP アドレス情報だけを含みます。
Extended - IP アドレス情報以外も含みます。
Extended HTML -含まれる情報の内容は Extended と同じですが、HTML タグが追加されます。

Notification Message （used by all）
Message 変更情報に含めるテキス ト を入力します。 こ こで入力したテキス トは、有効に設定されている

すべての通知方法で利用されます。
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DNSの設定 - DNS
� Domain name - AXIS 250Sが属する ド メ インの名前を入力します。

� Primary DNS server -プライマ リ DNSサーバの IP アドレスを入力します。 DNSサーバは、 ネッ ト ワー
ク上のデバイスのホス ト名と IP アドレスを対応させます。 名前解決が速やかに行われなかった場合、
ネッ ト ワーク上の他の DNSサーバにクエ リ を送信します。

� Secondary DNS server - セカンダ リ DNSサーバの IP アドレスを入力します。セカンダ リ DNサーバは、
プラ イマ リ DNSサーバが利用できないと きに使用されます。

HTTPポート - HTTP
� HTTP port - AXIS 250S が使用するポート番号を指定します。 デフォルト値は、 80 に設定されていま
す。 ポート番号は 1024 ～ 65535 の間で指定するこ とができますが、 デフォルト値を変更する場合は
ネッ ト ワーク管理者に相談して ください。 また、 24 ページ 「ファ イアウォールの設定」 の項目も参照
して ください。

ネッ トワークスピードの設定 - Network Traffic

AXIS 250Sが利用するネッ ト ワークスピードを変更するこ とができます。 通常は、 適切な メディア
タイプを自動的に検出するデフォルト値の Auto-Negotiate をそのまま利用して ください。 あるい
は、 必要に応じてド ロ ップダウン リ ス トから利用する メディアタイプを選択して ください。

すべての設定を行ったら、 ［Save］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Reset］ ボタンをク
リ ッ クする と、 変更前の設定に戻り ます。

メールサーバの設定

AXIS 250Sはイベン トやエラーが発生した時に、 指定した メールアドレスに電子メールを送信する
こ とができます。 画面左側の リ ン クから ［Network - SMTP （emai） ］ を ク リ ッ クする と ［SMTP
（email）］ ページが表示されます。

� Primary mail server -プライマ リ メールサーバの IP アドレスまたはホス ト名を入力します。ホス ト名を
利用する場合は、 ［Network - TCP/IP］ ページの DNSの設定を行ってください。

� Secondary mail server - セカンダ リ メールサーバの IP アドレスまたはホス ト名を入力します。セカンダ
リ メールサーバは、 プラ イマ リ メールサーバが利用できない時に使用されます。

� Send test email to - メールアドレスを入力して ［Send］ ボタンをク リ ッ クする と、 テス ト メールを送
信します。

すべての設定を行ったら、 ［Save］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Reset］ ボタンをク
リ ッ クする と、 変更前の設定に戻り ます。



AXIS 250S を設定する 30
ポートの設定

I/Oポート

I/O ポートの入力ポート （Input） を 4 つと、 出力ポート （Output） の設定を行います。 画面左側の
リ ンクから ［Ports ＆ Devices］ をク リ ッ クする と ［I/O Ports］ ページが表示されます。

� Enable - このオプシ ョ ンをオンにする と、 そのポートが有効に設定されます。

� Name - ポートの名前を入力します。

� Normal state is... - 標準の状態、 つま りポートが動作していないと判断する状態を指定します。 たとえ
ば、 入力ポートが接続されている ドアスイ ッチの標準の状態を 「Closed circuit」 に設定した場合、 ド
アが開かない限りポートの状態は動作していない （Closed circuit） とな り ます。 ドアが開く とセンサー
が動作し （Open circuit）、 標準の状態から遷移します。 外部デバイスを利用したイベン トの ト リガは、
このよ うにして動作します。

� Current Signal - たとえば、 標準の状態が 「Open circuit」 に設定されているポートの ［Current Signal］
の表示が 「Closed circuit」 となっている場合、 そのポートが動作したこ とを示します。

重要！

すべての設定を行ったら、 ［Save］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Reset］ ボタンを ク
リ ッ クする と、 変更前の設定に戻り ます。

外部デバイスは、 電源が切れるなどのエラーが発生すると正し く動作しない場合があります。
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RS-232ポート

AXIS 250S の リアパネルに備えられている COM ポートの設定を行います。 画面左側の リ ンクから
［Ports & Devices - RS-232］ をク リ ッ クする と ［COM Port RS232］ ページが表示されます。

� Usage - COM ポートにパン /チルト / ズームデバイスを接続する時は、このド ロ ップダウン リ ス トから
Pan/Tilt/Zoom を選択します。 Pan/Tilt/Zoom を選択する と、 次の画面が表示されます。

� Pan/Tilt driver -接続しているパン /チルト /ズームデバイスのド ライバをド ロ ップダウン リ ス トから選
択します。

� Baud rate - ボーレート を選択します。

� Data bits -データビッ ト を選択します。

� Stop bits - ス ト ップビッ ト を選択します。

� Parity bit -パ リ テ ィ ビッ ト を選択します。

� Driver specific settings - ［Pan/Tilt driver］ ド ロ ップダウン リ ス トから選択したド ライバに応じて、 ド ラ
イバ固有の設定が行えるものがあ り ます。 そのよ うな場合は、 ［Modify...］ ボタンをク リ ッ ク して各ド
ライバ用の設定ページで設定を行ってください。

対応するパン /チルト / ズームデバイス、 およびド ライバの設定方法については、 62ページ 「パン
/チルト / ズームデバイスを接続する」 を参照して ください。

すべての設定を行ったら、 ［Save］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Reset］ ボタンをク
リ ッ クする と、 変更前の設定に戻り ます。

RS-485ポート

この機能は日本ではサポート しており ません。
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再起動と リセッ ト

画面左側の リ ンクから ［Maintenance］ をク リ ッ クする と ［Server Maintenance］ ページが表示され
ます。

� Restart - このボタンをク リ ッ クする と、 AXIS 250S を再起動します。

� Restore - このボタンをク リ ッ クする と、 AXIS 250S を工場出荷時のデフォルトの設定に リセッ ト しま
す （IP アドレス、 デフォルトゲート ウェイ、 サブネッ トマスク、 物理アドレスを除く ）。 手動で工場出
荷時の状態に リセッ トするには、 33ページを参照して ください。

再起動、 または リセッ トの実行を確認する メ ッセージが表示されます。 そのまま続行する場合は、
［OK］ をク リ ッ ク します。

サポート

サポートの概要 - Support Overview

サポートに関する概要を表示します。 このページに含まれる内容、 および リ ンク先の情報はすべて
英語で提供されます。

ログファイルとサーバレポート

ログファ イルやサーバレポー ト などの ト ラブルシューテ ィ ングに役立つ情報を得る こ とができま
す。 またログファ イルは、 イベン トの ト リガと して利用するこ と もできます。 画面左側の リ ンクか
ら ［Support - Logs & Reports］ をク リ ッ クする と ［Logs & Reports］ ページが表示されます。

ログファイル - Logs

� Information - AXIS 250S の動作状況を記録します。 イベン トの発生や、 AXIS 250S の再起動などが含
まれます。



 AXIS 250Sユーザーズマニュアル  33 
� Warning -正常な動作を妨げる可能性のあるエラーを記録します。
� Critical -早急な対処を必要とする重大なエラーを記録します。
� All logs - Information、Warning、Criticalの3つのログファ イルを1つのファ イルにまとめて表示します。

レポート - Reports

� Server Report - AXIS 250S に関する重要な情報を表示します。 Axis の技術サポートに問い合わせをす
る際は、 このサーバレポートの内容を知らせて ください。

� Parameter List - AXIS 250Sのパラ メータ リ ス ト （現在の設定） を表示します。 Axisの技術サポートに
問い合わせをする際は、 このパラ メータ リ ス トの内容を知らせて ください。

AXIS 250Sについて - About

AXIS 250Sの開発に関する情報を表示します。 このページに含まれる内容、 および リ ンク先の情報
はすべて英語で提供されます。

工場出荷時のデフォルト設定に戻す

状況によっては、 AXIS 250S を工場出荷時のデフォルト設定に リセッ トする必要があるかもしれま
せん。 AXIS 250Sは、 以下の 2種類の方法で設定を リセッ トするこ とができます。
� ［System Options - Maintenance］ をクリ ックして ［Server Maintenance］ ページを開き、 ［Restore］ ボタ
ンをクリ ックします。 このボタンを利用した場合、 IP アドレス、 デフォルトゲートウェイ、 サブネッ
トマスク、 物理アドレス以外のパラメータがすべてリセッ ト されます。

� AXIS 250Sのフロン トパネルに備えられているリセッ トボタンを操作します。 リセッ トボタンを利用し
た場合、 物理アドレス以外のパラメータがすべてリセッ ト されます。

以下の手順にしたがって、 コン ト ロールボタンを利用して工場出荷時のデフォルト設定に リセッ ト
して ください。

1. AXIS 250Sから外部電源アダプタを外します。

2. リセッ トボタンを押しながら電源アダプタを取り付け、 AXIS 250Sの電源を入れます。

3. Status インディケータがオレンジ色で点灯するまで リセッ トボタンを押し続けます （約 15秒ほ
どかかり ます）。 リセッ トボタンを放してしばら くする と、 Status インディケータが緑色で点灯
します。

4. AXIS 250Sは工場出荷時のデフォルト設定に リセッ ト されました。
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AXIS 250S を操作する

AXIS 250Sの監視システムへの導入などを行う、 Operatorのアクセス権を持つユーザを対象と した
操作方法について説明します。 この章には、 以下の項目が含まれます

� AXIS 250Sへのアクセス方法

� イベン トの設定

� 画像のアップロードに関する設定

� オーディオとビデオ設定の編集

� ポート とデバイスステータスの確認

� ［Live View］ ページのレイアウト変更

AXIS 250Sの詳しい管理・設定方法については、 20ページ 「AXIS 250S を設定する」 を参照して く
ださい。

AXIS 250S にログオンする

AXIS 250Sはマルチレベルのアクセス権を設定するこ とが可能で、 通常、 ユーザはまず AXIS 250S
にログオンする必要があ り ます。 アクセス権のレベルによって操作可能な範囲を制限するこ とがで
き、 低レベルのアクセス権ではいくつかのオプシ ョ ンが利用できないよ うになっています。 まず最
初に、管理者がAXIS 250Sへのアクセスを許可するユーザの追加と定義を行う よ うにして ください。
ユーザの追加について詳し くは、 22ページ 「ユーザの設定」 を参照して ください。

Operatorのアクセス権を持つユーザは、AXIS 250S の ［Setup］ リ ンクから設定ページにアクセスし
て各種設定を行う こ とができます。 ただし、 ［System Options］ リ ンクに含まれる設定項目にアクセ
スするには、 管理者 （Administrator） と して AXIS 250Sにログオンする必要があ り ます。

例外と して、匿名ユーザによるアクセスを許可するオプシ ョ ンを有効にする と、ユーザ名やパスワー
ドを入力せずに AXIS 250Sのビデオ映像を閲覧できるよ うにな り ます。匿名ユーザの設定について
詳し くは、 22ページ 「ユーザの設定」 を参照して ください。

重要！

システム管理者は AXIS 250Sにビデオカ メ ラなどの機器を接続してネッ トワークにインストールし、利
用するシステムに合わせて機能やページレイアウトの調整を行います。 したがって、 この章に含まれ
ている参考画面は実際のシステムとは異なる場合があります。
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Web ブラウザからアクセスする

AXIS 250S のビデオ映像や設定ページには、 Windows 2000 または Windows XP 上で動作する
Microsoft Internet Explorer 6 （Service Pack 1 を適用） 以上からアクセスするこ とができます。

以下の手順にしたがって、 AXIS 250Sにアクセスして ください。

1. Internet Explorer を起動します。

2. ［アドレス］フ ィールドにAXIS 250Sに割り当てた IPアドレスを入力し、［Enter］キーを押します。

3. ［Live View］ ページが表示されます。

注意 ： Internet Explorer で MPEG-2 ビデオ映像を閲覧するには、 Web ブラウザの設定で署名済み ActiveX
コン ト ロールのダウンロードを有効に設定し、 AXIS MPEG-2 Viewer をインストールする必要があ
ります。 AXIS MPEG-2 Viewerのインストールウィザードは、 初めて AXIS 250S にアクセスした時
に自動的に起動します。

Live View を開く

どのアクセス権を持ったユーザでも自由に利用できるページが、［Live View］ページです。このペー
ジには基本アプ リケーシ ョ ン、 つま り接続されたカ メ ラからのビデオ映像が表示されます。 パン /
チルト / ズームデバイスが接続されている場合は、 パン / チルト / ズームを操作するコン ト ロール
バーが表示されます。 ［Live View］ ページには、 3 台のコンピュータから同時にアクセスするこ と
ができます。

例 ：

http://192.168.70.183/

再生 /一時停止ボタン

ミ ュートボタン停止ボタン

音量

設定ページへのリンク



AXIS 250S を操作する 36
ビデオソースとの切断

カメ ラまたはビデオソースに何らかの問題がある場合、 黒い画面が表示されます。 ビデオ信号が切
断されている、 ケーブルが破損している、 または変調が正し く設定されていないなどが考えられま
す。 AXIS 250Sのインス トールを行った管理者に相談して ください。

ビデオソースの位置制御

パン / チルト / ズームに対応したカメ ラを利用している場合、 ポジシ ョ ンをあらかじめ設定して保
存しておく こ とができます。

AXIS 250Sにパン /チルト / ズームデバイスが接続されている場合、以下の図のよ うにパン /チルト
/ ズームを制御するコン ト ロールバーを表示するこ とができます。表示する方法については、51ペー
ジ 「Live Viewのレイアウ ト 」 を参照して ください。」

注意 ： � AXIS 250S は Web ブラウザを利用してパン / チルト / ズームデバイスを制御することができ
ます。 表示されるコン ト ロールバーは、 接続されているデバイスによって異なります。

� ［Live View Layout］ ページのオプシ ョ ンを利用して ［Live View］ ページ上のコン トロールバー
の表示 ・非表示を切り替えることができます。

� コン ト ロールバーの傾斜したイメージをクリ ックすると、 スムーズな位置調整を行う ことが
できます。 またコン ト ロールバーの両端に表示されている矢印をクリ ックすると、 1 ステッ
プずつカ メ ラ位置を移動することができます。

ズーム

広角から望遠までスムーズに、 また

1 ステップずつズームします。

チルト

垂直方向にスムーズ

に、 また 1 ステップ
ずつカ メ ラを上下に

動かします。

ホームポジシ ョ ン

カ メ ラ をホームポジ

シ ョ ンに戻します。

プリセッ トポジシ ョ ン

素早 く 、正確に特定のポジシ ョ ン

にカ メ ラを合わせるために、最大

20 個のプリセッ トポジシ ョ ンを
設定することができます。設定済

みのプリセッ トポジシ ョ ンは、 ド

ロ ッ プダウン リス トから選択す

ることができます。

パン

水平方向にスムーズに、 また 1 ステップ
ずつカ メ ラを左右に動かします。
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イベン トについて

AXIS 250Sはイベン トの種類に応じて様々な動作を行います。 イベン トの設定について使用されて
いる用語の意味は、 以下通りです。

� Event Type - いつ、 どのよ うにイベン ト を実行するかを設定したパラ メータセッ ト 。

� Event - システムが動作している時に発生するイベン ト。何らか ト リガによって開始し、指定した
動作を実行する。

� Action - イベン トが ト リガされた時に行う動作。 たとえば、 FTP サーバに画像をアップロード し
た り、 電子メールによる通知を行う。

� Trigger - イベン ト を開始する要因。 たとえば、 時間指定によるイベン ト、 外部デバイスの信号の
変化に対する反応など。

イベン トの設定

Event Typeはいつ、 どのよ うにイベン ト を実行するかを設定したパラ メータセッ トです。 どの程度
の頻度で実行するかによ り ますが、 一つのイベン トだけを実行した り、 複数のイベン ト を実行する
場合があ り ます。最も一般的な Event Typeは、指定した FTPサーバに画像をアップロードするもの
です。 他に、 電子メールなどでイベン ト を通知した り、 出力ポート を利用して外部デバイスを動作
させたりするこ とができます。

重要！

新しい Event Type を設定する

画面左側の リ ンクから ［Event Configuration］ をク リ ッ クする と ［Event Types］ ページが表示され
ます。 このページには、 現在設定されている Event Typeの一覧が表示されます。

� Event Type で画像のアップロードを行う場合、 要件を満たす範囲内でできるだけ負担のかからない
設定をして ください。 複数のアップロードを設定することはできますが、 同時にアップロード可能
なイベン トは 3つまでです。

� Event Type を追加、 修正、 削除している間は、 他の動作中の Event Type が停止します。 ト リガが有
効な限り動作するよ う設定された Event Typeは自動的に実行を再開しますが、 それ以外のものは実
行されません。
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［Add］ ボタンをク リ ッ クする と、 ［Event Type Setup］ ページが表示されます。用途に応じて、以下
の設定を行ってください。

イベン トの名前 - General

� Name - Event Typeの名前を指定します。

ト リガの実行 - Respond to Trigger...

この設定は、いつイベン ト を ト リガするかを決定します。以下のオプシ ョ ンから選択して ください。

� Always - ト リガ （次の 「 ト リガの種類 - Trigger Type」 を参照） が発生した時にイベン ト を実行し
ます。

� Only during time frame - 指定した時間帯に発生した ト リガによってイベン ト を実行します。指定し
た時間帯以外に発生した ト リガは無視されます。 ト リガを有効とする曜日、 開始時刻および持続
時間を指定します。 持続時間 （Duration） は最長で 168時間まで設定するこ とができます。 持続
時間を 24時間以上設定する場合は、いずれかの曜日を 1つチェ ッ クするよ うにして ください。持
続時間が 24時間以上の曜日を 2つ以上設定する場合は、別々の Event Type と して登録して くだ
さい。

� Never - Event Typeは無効になり ます。

ト リガの種類 - Trigger Type

この設定は、 イベン ト をどのよ うにして ト リガするかを決定します。 以下のオプシ ョ ンから選択し
て ください。

� Input Ports - イベン トの ト リガに I/O ポートの入力を利用します。複数の入力を組み合わせて利用
するこ と もできますが、 イベン ト を ト リガする前に利用するすべての入力が動作している必要が
あ り ます。

� Manual Trigger - ［Live View］ページにボタンを表示してイベン トの開始と終了を手動で行えるよ
うにします。
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� Timer - whole time frame - 38ページ 「 ト リガの実行 - Respond to Trigger...」 で指定したオプシ ョ
ンにしたがって実行します。

� Timer - periodically - 一定の間隔でイベン ト を ト リガします。 間隔は秒、 分、 時間のいずれかで設
定します。 また、 ト リガを開始する時刻を指定するこ と もできます。 このオプシ ョ ンは、 38ペー
ジ 「 ト リガの実行 - Respond to Trigger...」 で指定したオプシ ョ ンにしたがって実行します。

� Server boot - AXIS 250S が起動、または再起動したと きにイベン ト を ト リガします。このオプシ ョ
ンは、 イベン トの通知を行うオプシ ョ ン （44 ページ 「イベン トの通知」） と併用するこ とをお薦
めします。

� Log messages - AXIS 250Sがログファ イルにエン ト リ を記録する と、イベン ト を ト リガします。ロ
グファ イルには、 Information、 Warning、 Critical の 3 種類があ り ます。 イベン ト を ト リガする
ログファ イルを選択して ください。 Information には Warning および Critical に属するログも含
まれるため、 Information を選択する と イベン ト を ト リガする回数が最も多くな り ます。

� Video loss - ビデオ信号が切断された時にイベン ト を実行します。 プ リ ト リガによる録画オプシ ョ
ンと と もに利用する と、 ビデオ信号が切断される前の映像を確認するこ とができます。

ト リガ後の動作 - When Triggered...

この設定は、 イベン トが ト リガされたと きにどのよ うな動作をするか決定します。

� Upload to FTP server - 画像をアップロードする FTP サーバを選択します。 このオプシ ョ ンを設定
する前に、 42 ページ 「FTP サーバへアップロードする」 で FTP サーバを設定しておく必要があ
り ます。

・ Upload length: Upload for - 画像をアッ
プロードする合計時間を指定します。
時間は、秒、分、時間のいずれかで設
定します。このオプシ ョ ンを利用する
と、 イベン ト が終了した後もア ップ
ロードを継続するこ とができます。

・ Upload length: Upload as long as trigger
is active - イベン トが終了する とすぐ
にアップロードを終了します。

- Split upload into - 長いビデオシーケン
スを短いシーケンスに分割してアップ
ロード します。 シーケンスを分割する
時間を、 秒、 分、 時間のいずれかで設
定します。 このオプシ ョ ンは、 録画が
30 分以上続く よ う な場合にお薦めです。 AXIS 250S は 30 分以上のビデオファ イルを扱 う こ と
ができますが、 ファ イルサイズが大き くなるため、 FTPサーバに負担がかかるこ とがあ り ます。

- Pre-trigger recording time up to -プ リ ト リガを行うオプシ ョ ンです。 AXIS 250Sはト リガが発生
する直前のシーケンスを保存するこ とができ、 このオプシ ョ ンを利用してどのよ うにして ト リ
ガが発生したかを確認するこ とができます。プ リ ト リガで使用されなかったバッファの一部は、
自動的にポス ト ト リガの保存に使用されます。 FTP サーバへの接続が完了するまでの間など、
シーケンスを失う こ とな く FTPサーバにアップロードするこ とができます。
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注意 ： � プリ ト リガによる録画がどの程度生成されるかは、 ビッ ト レートの設定によって異なります。
音声が未使用、 かつビッ ト レート を 250 k ビッ ト / 秒に設定した場合、 プリ ト リガによる録画
が持続する時間は最大で約 60秒間です。

� イベン トがト リガされるとまず最初にプリ ト リガによる録画がアップロード され、続いて残り
の録画データがネッ トワークの状況に応じたフレームレートでアップロード されます。ネッ ト
ワークで利用可能な帯域幅が限られている場合は、高いビッ ト レート を設定しても希望するフ
レームレートは得ることはできません。

� 高画質のビデオ映像は AXIS 250S の内部メモリを多 く使用するため、 録画の持続時間が短 く な
ります。 プリ ト リガとポスト ト リガの FTPサーバへのアップロードが優先されるため、 ネッ ト
ワークの負荷が高い状況下では ［Live View］ ページの画質に影響を与えることがあります。

� プリ ト リガとポスト ト リガ用のバッファサイズは固定されています。 つまり、 プリ ト リガの録
画時間を長 く指定すると、 ポスト ト リガの録画時間がその分短 く なります。

� 複数のイベン トが同時に実行された場合、バッファは優先順位の高い最初のイベン トによって
ロックされます。最初のイベン トがバッファを利用しな く なった時点で、 次のイベン トがバッ
ファを利用できるようになります。

- Base file name -保存するファ イルの名前を指定します。接尾文字を利用した場合、ファ イル名は
ファ イル名 _接尾文字 のよ うにな り ます。

・ Add date/time suffix - ［Base file name］ で指定したファ イル名の後ろに、 日付、 時刻を追加し
ます。

・ Add sequence number suffix (no maximum value) - ［Base file name］ で指定したファ イル名の後ろ
に連番を追加します。

・ Add sequence number suffix up to __ and then start over - ［Base file name］ で指定したファ イル
名の後ろに指定した番号までの連番を追加します。

・ Overwrite (same fine name used over and over) - このオプシ ョ ンを選択した場合、ファ イルが 1つ
だけ保存され、 そのファ イルが常に上書き されます。

� Activate output port - 出力ポート を利用する場合は、 このオプシ ョ ンを必ずチェ ッ ク して くださ
い。 出力ポートは、 外部デバイスの制御に利用します。

- Keep active during event - イベン トが持続している間、 外
部デバイスを動作または制御できるよ うにします。 この
オプシ ョ ンは、 たとえばビデオシーケンスのアップロー
ド中に補助用のラ イ ト を点灯させておきたい場合などに
使用します。

- Keep active for -出力ポート を動作させる時間を、 秒また
は分で指定します。

重要！

出力ポートは 1 つ以上のイベン トによって制御することができますが、 複数のイベン トによって連続
して出力ポート を動作させた場合、 正し く動作しないことがあります。 出力ポート を制御するイベン
ト を複数使用することはできるだけ避けて ください。
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� Send email notification to - イベン トの発生を電子メールで通知する場合は、 このチェ ッ クをオン
に します。 送信先の メールアドレスをオプシ ョ ンの横にあるフ ィールドに入力します。 複数の
メールアドレスを指定する場合は、 セ ミ コロン （;） でアドレスを区切って ください。 また メール
に独自のテキス ト を追加する場合は［Include text］チェ ッ クボッ クスをオンにし、横にあるフ ィー
ルドにテキス ト を入力します。 このオプシ ョ ンを利用する前に、 29 ページ 「メールサーバの設
定」 でメールサーバの設定を行ってください。

� Send HTTP notification - イベン トの通知を HTTPサーバに送信する場合は、このチェ ッ クをオンに
します。 送信先の HTTP サーバをド ロ ップダウン リ ス トから選択して ください。 このオプシ ョ ン
を利用する前に、 44ページ 「イベン トの通知」 でサーバの設定を行ってください。

� Send TCP notification - TCP/IP による通知を送信する場合は、 このチェ ッ クをオンに します。 44
ページ 「イベン トの通知」 でサーバの設定を行ってください。

すべての設定を行ったら、 ［OK］ ボタンを ク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Cancel］ ボタンを ク
リ ッ クする と、 設定を保存せずに ［Event Types Setup］ ページを閉じます。
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FTPサーバへアップロードする

画面左側の リ ンクから ［Event Configuration - Upload Servers］ をク リ ッ クする と ［Upload Servers］
ページが表示されます。 ［FTP Server List］ には現在設定されている FTPサーバの一覧が表示されま
す。 一覧には FTPサーバの名前、 IP アドレス、 アップロードパス、 ユーザ名が表示されます。

FTPサーバを追加する

［Add］ ボタンをク リ ッ クする と ［Upload Server Setup］ ページが表示されます。

FTPサーバの設定 - FTP Server

� Name - FTPサーバの名前を指定します。

� Network address - FTPサーバの IP アドレスまたはホス ト名を入力します。 ホス ト名を利用する場
合は、 ［System Options - Network - TCP/IP］ ページで DNSの設定を行ってください。

� Upload path -画像を保存するディ レク ト リへのパスを指定します。 指定したディ レク ト リが FTP
サーバ上に存在しなかった場合、 エラーメ ッセージが表示されます。
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� Additional information - このフ ィールドには追加情報を入力するこ とができます。たとえば、保存
されたファ イルに UNC アドレス （\\video\file1.mpeg など） を利用してアクセスできる場合、 イ
ベン トが発生した時に送信される電子メールでこのアドレスを知らせるこ とができます。

ログイン情報 - Login Information

� User name - FTPサーバへのログオンに利用するユーザ名を入力します。

� Password - FTPサーバへのログオンに利用するパスワードを入力します。

高度な設定 - Advanced

� Use passive mode - このオプシ ョ ンをオンにする と、AXIS 250Sはターゲッ トの FTPサーバに対し
て PASV コマンドを送信し、 Passive モードによる接続を確立します。 このモードは、AXIS 250S
と FTPサーバの間にファ イアウォールが存在する場合などに使用して ください。

� FTP port number - FTPサーバが利用するポート番号を入力します。

接続テスト - Test

設定が終了したら、 ［Connect］ ボタンをク リ ッ ク します。 メ ッセージボッ クスが開き、 FTP サーバ
への接続テス トの結果が表示されます。

設定の変更と削除

設定を変更する場合は［FTP Server List］の一覧から FTPサーバ名をク リ ッ ク して選択し、［Modify...］
ボタンをク リ ッ ク します。 ［Upload Server Setup］ ページで変更を行い、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

FTP サーバを削除する場合は ［FTP Server List］ の一覧から FTP サーバ名をク リ ッ ク して選択し、
［Remove...］ ボタンをク リ ッ ク します。削除を確認する メ ッセージが表示されたら、 ［OK］ をク リ ッ
ク します。

すべての設定を行ったら、 ［OK］ ボタンを ク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Cancel］ ボタンを ク
リ ッ クする と、 設定を保存せずに ［Upload Server Setup］ ページを閉じます。
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イベン トの通知

画面左側の リ ンクから ［Event Configuration - Notification Servers］ をク リ ッ クする と ［Notification
Server］ ページが表示されます。 イベン トが発生した時に HTTP または TCP/IPによる通知を送信す
る場合は、 まず最初にこのページで設定を行う必要があ り ます。 ［Notification Server list］ には現在
登録されているサーバの一覧が表示されますが、 一覧の中には定義済みのサーバが 2 つ含まれてい
ます。こ こに登録したサーバが、［Event Type Setup］ページで選択するサーバの一覧に表示されます。

イベン トの通知を行うには、 通常、 対象となるサーバ上にス ク リプ トのよ う なものが必要とな り ま
す。 スク リプ トは通知内容に含まれるパラ メータを読み取り、 何らかの動作を実行するものです。

重要！

� ［Notification Servers］ ページで行った設定は、 IP アドレスの変更通知機能の設定には影響しません。
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HTTP を利用する - Notification Server Setup

［Notification Server］ ページで ［Add...］ ボタンを ク リ ッ ク し、 ［Network protocol］ ド ロ ップダウ
ン リ ス トから HTTP を選択します。

� Name -サーバの名前を指定します。

� URL -情報を処理するス ク リプ トの URL を入力します。
例 : http://server/path_to_script/script.cgi

� Custom parameters -オプシ ョ ンパラ メータです。 下の注意を参照して ください。

� User name/Password - サーバへのアクセスにユーザ名とパスワードが必要な場合は、 それぞれの
フ ィールドに入力します。

� Proxy/Proxy port - プロキシサーバを経由してサーバにアクセスする場合は、 プロキシサーバの IP
アドレス とポート番号を入力します。

� Proxy user name/Proxy password - プロキシサーバへの接続にユーザ名とパスワードが必要な場合
は、 それぞれのフ ィールドに入力します。

� Retry count -接続に失敗した時に、 再接続を試みる回数を指定します。

� Message -追加情報を入力します。 この情報は、 通知内容に追加されます。

HTTPによる通知は、 以下のよ うな内容を送信します。

http://server/path/script.cgi?Eventname=MyEvent&Message=MyMessage&Custom 

注意 ： Custom フ ィールドを利用する場合は、 以下の点に注意して ください。

� パラメータと して動作するよ う名前を指定する必要があります。
例 ： http://servername/..........&CustomParameter=MyTextHere.

� フ ィールドには URL エンコード化された文字を入力します。たとえば、 スペースを入力する場
合は、 キーボードのスペースキーを押す代わりに 「％20」 と入力します。 等号 （=） は、 キー
ボードからそのまま入力することができます。
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TCP を利用する - Notification Server Setup

［Notification Server］ ページで ［Add...］ ボタンをク リ ッ ク し、 ［Network protocol］ ド ロ ップダウン
リ ス トから TCP を選択します。

� Name -サーバの名前を指定します。

� Network address -サーバの IP アドレスまたはホス ト名を入力します。ホス ト名を利用する場合は、
System Optionsの ［Network - TCP/IP］ ページで DNS を設定しておく必要があ り ます。

� Port - TCP ホス トにアクセスするためのポート番号を入力します。

� Retry count -接続に失敗した時に、 再接続を試みる回数を指定します。

� Message -追加情報を入力します。 この情報は、 通知内容に追加されます。

すべての設定を行ったら、 ［OK］ ボタンを ク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Cancel］ ボタンを ク
リ ッ クする と、 設定を保存せずに ［Notification Server Setup］ ページを閉じます。
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オーディオとビデオの設定

ビデオの設定

AXIS 250Sはアナログカメ ラ （または他のビデオソース）用のインターフェイスを 1つ備えており、
BNC コネクタまたは S ビデオコネクタを利用して接続するこ とができます。 ビデオの設定を行う前
に、 ビデオソース となる機器が正し く AXIS 250Sに接続されているこ と、 また機器の電源が入って
いるこ とを確認して ください。画面左側の ［Audio & Video］ リ ンクをク リ ッ クする と ［Video］ペー
ジが表示されます。

� Resolution -解像度は 2種類 （CIF ： 352× 240 または 4CIF ： 720× 480） から選択するこ とがで
きます。 詳し くは、 67ページ 「付録 G 技術仕様」 を参照して ください。

� Color - Color （カラー） または Black & White （白黒） から選択します。帯域幅が狭い環境の場合、
Color よ り も Black & Whiteの方がシャープな画像が得られます。

� Bit rate - ビデオス ト リームが利用する帯域幅を指定します。 ビッ ト レートは 250 k ビッ ト /秒～
8000 k ビッ ト /秒 （8 M ビッ ト /秒） から選択できます。 詳し くは、 65ページ 「付録 E 帯域幅」
を参照して ください。

� Physical connector - ビデオソースが接続されているコネク タを選択します。
- BNC （composite video） -一般的なビデオカメ ラまたは他のビデオソースを接続します。

- Y/C （S-video） - S ビデオカメ ラまたは他のオーディオ機器を接続します。

� Source modulation - AXIS 250Sは NTSC と PALに対応しています。 お使いの機器に合った変調方
式を選択して ください。

- NTSC - 525本の走査線を持ち、 1秒間に 30 フレームを表示します。 日本や米国で一般的に使用
されています。

- PAL - 625本の走査線を持ち、1秒間に 25 フレームを表示します。 ヨーロ ッパで一般的に使用さ
れています。

すべての設定を行ったら、 ［Save］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Reset］ ボタンをク
リ ッ クする と、 変更前の設定に戻り ます。
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オーディオの設定

AXIS 250S は CD 品質の音声データを映像と同時に送信します。 画面左側の リ ンクから ［Audio &
Video - Auido］ をク リ ッ クする と ［Audio］ ページが表示されます。

� Enable - 音声を利用する場合は、 このチェ ッ クをオンにします。
� Quality - 使用するビッ ト レート とサンプルレートの組み合わせを選択します。 一般的に高い数値
の組み合わせを選択する と音質が向上しますが、 選択肢の上の方の値と比べても違いはさほどあ
り ません。 デフォルト値 （128 kbps） の組み合わせでも、 十分な音質を実現します。

� Input - 音声を接続するコネクタを選択します。
- Line - オーディオ入力デバイスを接続します。

- Microphone - マイ クを接続します。

� Master -通常このオプシ ョ ンは変更する必要はあ り ません。Lineコネクタに接続しているオーディ
オ入力デバイスの音質に満足できない場合には、 このオプシ ョ ンのレベルを調整してみてくださ
い。 設定可能な値は -30～ 30 dBです。

� Mic input sensitivity - このオプシ ョ ンは接続するマイ クの仕様に合わせて設定して ください。設定
が正し く行われている場合は、Masterオプシ ョ ンを調整する必要はあ り ません。［Live View］ペー
ジにアクセスし、 画像の下に表示される音量スライダーを調節して ください。 どのオプシ ョ ンを
設定すればよいか不明の場合は、 High と Low の両方を試してみてください。

すべての設定を行ったら、 ［Save］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Reset］ ボタンを ク
リ ッ クする と、 変更前の設定に戻り ます。
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ポートのステータスとパン / チルト /ズームデバイスの設定

ポートのステータス

画面左側の リ ンクから ［Port Status & Devices］ をク リ ッ クする と ［Port Status］ ページが表示され
ます。 このページには入力 （4 つ） と出力 （1 つ） のステータスが表示されます。 入力の設定は、
［System Options - Ports ＆ Devices］ で行ってください。

入力と出力が有効に設定されていない場合は、 このページのステータスが 「Not in use」 と表示され
ます。

パン / チルト /ズームデバイスのプリセッ トポジシ ョ ン

画面左側の リ ンクから ［Port Status & Devices - Devices］ をク リ ッ クする と ［Devices］ ページが表
示されます。 AXIS 250S にパン / チルト / ズームデバイスが接続されている場合は、 このページで
プ リセッ トポジシ ョ ンを設定するこ とができます。 このページの設定を行う前に、 ［System Options
- Ports & Devices - RS-232］ ページの設定を行う必要があ り ます。
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プリセッ トポジシ ョ ンの設定

［Devices］ ページの ［Modify］ ボタンをク リ ッ クする と ［Preset Position Setup］ ページが表示され
ます。

� 新しいポジシ ョ ンを追加するには、 まずコン ト ロールバーを利用して希望の画像が得られるよ う カ メ
ラのポジシ ョ ンを調整して ください。［Current position］ フ ィールドにポジシ ョ ン名を入力して ［Apply］
ボタンをクリ ックして ください。

� ［Use current position as Home］ オプシ ョ ンのチェ ックをオンにすると、 現在のポジシ ョ ンをホームポ
ジシ ョ ンと して登録することができます。ホームポジシ ョ ンは、Web ブラウザで AXIS 250Sのビデオ映
像を閲覧する時のデフォルトのポジシ ョ ンとなります。

� ［H］ ボタンをクリ ックすると、 他のポジシ ョ ンから簡単にホームポジシ ョ ンに戻ることができます。

� 登録したプリセッ トポジシ ョ ンに移動するには、 ［Preset positions］ ドロップダウンリストから移動先
のプリセッ トポジシ ョ ンを選択して ［Go to］ をクリ ックして ください。

� 登録したプリセッ トポジシ ョ ンを削除するには、 ［Preset positions］ ドロップダウンリストから削除す
るプリセッ トポジシ ョ ンを選択して ［Remove］ をクリ ックして ください。

すべての設定を行ったら、［Close］ボタンをク リ ッ ク して ［Preset Position Setup］ページを閉じます。
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Live Viewのレイアウト

AXIS 250S のホームページ、 ［Live View］ ページのレイアウ ト を変更するこ とができます。 画面左
側の リ ンクから ［Live View Layout］ をク リ ッ クする と ［Live View Layout］ ページが表示されます。

レイアウト変更を反映する

［Personal Settings］ に含まれるオプシ ョ ンの変更を ［Live View］ ページに反映するには、 まず
［Enable personal settings］ のチェ ッ クをオンにして ください。その後で、変更したい項目のチェ ッ
クボッ クスをそれぞれオンにします。 ユーザ独自の設定を有効にするには右側の ［Own］ オプシ ョ
ンをク リ ッ ク し、 値を選択または入力します。

［Personal Settings］ で設定可能なオプシ ョ ンは、 以下のとおりです。

� Background color -背景色を変更します。 リ ス トボッ クスから背景に使用する色を選択します。

� Text color -文字色を選択します。 リ ス トボッ クスから文字に使用する色を選択します。

� Background picture -背景に使用する画像を URLで指定します。

� Title -画像の上に表示するタイ トル文字を入力します。

� Company banner -表示するロゴ （JPEG または GIF） の画像を URLで指定します。

� Company banner link - ［Live View］ ページ上のロゴから別のサイ トへの リ ンクを張るこ とができ
ます。 リ ンク先の URL を指定します。

� Product logo - AXIS 250S のロゴを変更するこ とができます。 画像への URL を指定します。

� Product logo link - AXIS 250S のロゴから別のサイ トへの リ ンクを張るこ とができます。 リ ンク先
の URL を指定します。

� Description -画像の下に表示する説明文を入力します。
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� Show manual trigger buttons - ト リガボタンを表示して手動でイベン ト を開始した り停止した りす
るこ とができます。 このオプシ ョ ンの横にあるフ ィールドにテキス ト を入力する と、 ト リガボタ
ンの上にそのテキス ト を表示するこ とができます。

� Show Pan/Tilt/Zoom controls if available -パン /チルト / ズームデバイスが接続されている時にコン
ト ロールバーを表示します。

� Show setup link - ［Setup］ リ ンクを表示します。 このチェ ッ クをオフにする と、 ［Live View］ ペー
ジから設定ページにアクセスできなくな り ます。

すべての設定を行ったら、 ［Save］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存します。 ［Reset］ ボタンを ク
リ ッ クする と、 変更前の設定に戻り ます。

注意 ： ［Show setup link］ のチェ ックをオフにすると、 ［Live View］ ページ上の ［Setup］ リンクが非表示
になります。 このよ うな場合は、 Web ブラウザの ［アドレス］ フ ィールドに以下のアドレスを入
力して設定ページにアクセス ください。

Operator権限でアクセスする場合 ： http://AXIS 250Sの IP アドレス /operator/
Administrator権限でアクセスする場合 ： http://AXIS 250Sの IP アドレス /admin/
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付録 A その他の IP アドレスの設定方法

重要！

arp コマンドによる IPアドレスの設定方法以外に、以下の方法を利用して AXIS 250Sに IPアドレスを設定
することができます。

注意 ： � AXIS 250Sの電源が入っていること、 およびネッ トワークに接続されていることを確認して
ください。

� AXIS 250S をインストールする前に、 ネッ トワーク管理者から未使用の IP アドレスを入手し
て ください。

� Windows XP （Home Edition） では権限は特に必要ありませんが、 Windows 2000および XP 
（Professional Edition） では Administratorの権限が必要です。 また UNIX環境では rootの管理
者権限が必要です。

� AXIS 250Sは製品の底面ラベルに記載されているシリアル番号に基づいた唯一の物理アドレ
スを持っています。 物理アドレスは 00:40:8c:xx:yy:zz という形式で表されます。 AXIS 250S
をインストールする際に、 この物理アドレスが必要になります。

AXIS 250Sは Microsoft Internet Explorer 6 （Service Pack 1 を適用） 以上が動作する Windows 2000 または
XP で利用することができます。

方法 OS 参照

BOOTP

システム上で BOOTP デーモンが実行されている必
要があ り ます。 この方法は、 ネッ ト ワーク全体で利
用するこ とができます。 要求を送信する と、 デーモ
ンはデバイ スの物理ア ド レス と一致するエン ト リ
を検索し始めます。 一致するエン ト リが見つかった
場合、デーモンはそのデバイスに対する IP アドレス
を設定します。

UNIX 54ページ 「UNIX環境で IP アドレス
を設定する」

DHCP Windows 26ページ 「IP アドレスを自動的に設
定する - Automatic IP Configuration」
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UNIX環境で IP アドレスを設定する
BOOTPを利用するには、 以下の手順にしたがってください。

注意 ： � システム上で BOOTPデーモンが実行されている必要があります。 この方法は、 ネッ トワー
ク全体で利用することができます。

� BOOTPサーバから取得するパラメータはサーバ側の設定にもよりますが、 通常、 IP アドレ
ス、 サブネッ トマスク、 デフォルトゲートウェイです。

1. お使いのシステムのブートテーブルに以下の行を追加します。
通常、 /etc/bootptab ファイルを利用して行います。

各フィールドには、 以下の値を使用します。

ht = ether （あるいは ethernet）
vm = rfc1048 （あるいは auto）
ha = AXIS 250Sの物理アドレス
ip = AXIS 250Sの IPアドレス
sm =サブネットマスク
gw =デフォルトゲートウェイ

2. 必要なら、 お使いのシステムのホストテーブルやネーミングサービスのデータベースを更新します。

3. まだ動作していなければ、 BOOTPデーモンを起動します。 これは、 一般的に bootp コマンドを利用し
て実行します。

4. AXIS 250Sを再起動し、 IPアドレス、 サブネットマスク、 デフォルトゲートウェイを設定します。

ホス ト名 :ht=ハード ウェアタイプ :vm=ベンダマジッ ク :\
:ha=ハード ウェアアドレス :ip=IP アドレス :\
:sm=サブネッ トマスク :gw=デフォルトゲート ウェイ

videoserv:ht=ether:vm=rfc1048:\
:ha=00408c100086:ip=172.21.1.200:\
:sm=255.255.255.0:gw=172.21.1.199
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付録 B ト ラブルシューティング

AXIS 250S をご利用頂くなかで疑問が生じた場合、 この付録を参照して問題の解決に役立ててくだ
さい。 症状、 考えられる原因および対応処置を、 それぞれ表に示します。

ファームウェアを確認する

問題の解決にと りかかる前に、 まず AXIS 250S にインス トールされているファームウェアのバー
ジ ョ ンを確認して ください。 更新されたファームウェアがある場合、 問題の修正が行われているこ
とがあ り ます。 詳し くは、 59ページ 「付録 C ファームウェアの更新」 を参照して ください。

サーバレポート

サーバレポートには、 AXIS 250Sのパラ メータ リ ス ト など、 重要な情報が含まれています。 詳し く
は、 32ページ 「ログファ イルとサーバレポート 」 を参照して ください。

ログファイル

AXIS 250Sのログファ イルには、 AXIS 250S内で発生したイベン トが記録されています。何らかの
問題が発生した場合は、 解決を行う ための診断ツールと して使用できます。 詳し くは、 32 ページ
「ログファ イルとサーバレポート 」 を参照して ください。

IP アドレスに pingする

ping （Packet Internet Groper） は、特定のアドレスにパケッ ト を送信し、それに対応する応答を待っ
てその IP アドレスが有効かど うかを確認するコマンドです。 ping を利用すれば、 ネッ ト ワーク上
の AXIS 250Sに対し、 IP アドレスの競合があるかど うかを確認できます。

AXIS 250S をネッ ト ワークから外し、 56ページ 「症状、考えられる原因および対処方法」 以降を参
照しながら、 以下の手順にしたがってください。 ping を実行し、 ネッ ト ワークにおける TCP/IP に
関連する問題の原因をつき とめます。

1. AXIS 250Sに接続されているネットワークコネクタを外します。

2. DOS窓 （MS-DOSプロンプト、 コマンドプロンプト） を開きます。

3. ping x.x.x.x と入力します。 x.x.x.xは、 AXIS 250Sに割り当てた IPアドレスです。

応答の結果によ り、問題の原因についての情報が得られます。 ping コマンドの応答に対応する対処
方法を、 以下の表に示します。

pingの応答 原因と対処方法

Reply from... IPアドレスが既に使用されており、 重複して使用することはできません。
新しい IPアドレスを入手してください。

Destination host unreachable AXIS 250Sが利用可能なサブネット内にありません。
新しい IPアドレスを入手してください。

Request timed out IPアドレスは未使用です。 AXIS 250Sに割り当てて、 使用できます。
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症状、 考えられる原因および対処方法
症状 考えられる原因 対応処置

Webブラウザから AXIS 
250Sにアクセスできな
い

IP アドレスが他のデバ
イ スによって既に使用

されている

1. AXIS 250S をネッ ト ワークから外します。

2. ping を実行します （55ページ 「IP アドレスに pingする」
を参照）。 pingの結果に基づいて、 対処します。

注意 ： ping コマンドが Request timed out... とい う応
答を返した場合、 割り当てられた IP アドレスは有効とみな
されています。 AXIS 250S の電源を入れなおしてから、 ping
コマンドを再度実行して ください。

IP アドレスが別のサブ
ネッ トに存在している

ping を実行します （55ページ 「IP アドレスに pingする」 を
参照）。pingコマンドがDestination host unreachable
のよ うな応答を返した場合、IP アドレスは別のサブネッ ト上
にあ り ます。 次の手順にしたがって ください。

Windows 環境の場合、 AXIS 250Sの IP アドレスにク ライア
ン ト コンピュータ と同じサブネッ ト を使用しているか確認

して ください （以下の例は、 Windows 2000の場合です）。
1. デス ク ト ップにある ［マイネッ ト ワーク］ アイ コンを右
リ ッ ク し、シ ョート カッ ト メニューから ［プロパティ ］ を

選択します。

2. ［ローカルエリア接続］ アイコンをダブルク リ ッ ク し、［プ
ロパティ ］ をク リ ッ ク します。

3. ［ローカルエリア接続のプロパティ ］ から ［インターネッ
トプロ ト コル （TCP/IP） ］ を選択し、 ［プロパティ ］ をク
リ ッ ク します。 ［インターネッ トプロ ト コル （TCP/IP） の
プロパティ ］ が表示されます。

4. たとえばク ラス Cの場合、 ピ リオドで区切られた IP アド
レスの内、 最初の 3 つの数字が、 AXIS 250S に割り当て
た IP アドレス と同じであるか確認します。 も し違ってい
る場合、 AXIS 250S は別のサブネッ ト上にあ り、 使用し
ているコンピュータから IP アドレスを設定できません。
AXIS 250S と同じサブネッ ト上にあるコンピュータから
設定を行ってください。

IP アドレスが変更され
る

AXIS 250S を DHCPや BOOTP サーバの動作していないネッ
ト ワークに接続し、 ARP を利用して手動で IP アドレスの割
り当てを行います。Webブラウザから AXIS 250Sの設定ペー
ジへアクセスし、 ［System Options - Network - TCP/IP］ ペー
ジで ［Manual IP configuration］ が選択されているこ とを確
認してください。

他のネ ッ ト ワークに関

連する問題

ネッ ト ワークケーブルを交換する。

ク ロ スケーブルを使用し、 ローカルコンピュータ と AXIS
250S を接続してネッ ト ワーク インターフェイスのテス ト を
します。

Power インディケータが
常時点灯しない

外部電源の故障 専用の外部電源アダプタ （PS-K） を使用しているか確認しま
す。
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Network インディケータ
が赤色で点灯する

ケーブル接続の問題 1. ケーブルが使用可能か確認します。 ネッ ト ワーク上にあ
るホス トに対し、 ping コマンドを実行してください。

2. ケーブル接続に問題がな く、 ネッ ト ワークに接続できて
いる場合は、 次のよ うな応答が返されます。
Reply from...

Status インディケータが
ゆっ く り と赤色で点滅す

る

本体の故障 販売店にお問い合わせください。

AXIS 250S はローカルに
動作するが、 ルータを越

えて動作しない

フ ァ イアウ ォールによ

る保護

インターネッ トのファ イアウォール設定について、システム

管理者に確認して ください。

デフォル ト ゲー ト ウ ェ

イが必要

デフォルトゲート ウェイの設定について、システム管理者に

確認して ください。

画像が表示されない 接続の問題 ビデオソースとなるカメ ラなどが正し くAXIS 250Sに接続さ
れているか確認してください。

デ ィ スプレ イのプロパ

テ ィが正し く設定され

ていない

ご利用のコンピュータに接続されているデ ィ スプレイのプ

ロパテ ィ を確認して ください。 ［画面の色］ の設定は High
Color （16 ビッ ト ） 以上に設定して ください。 2 つ以上のビ
デオ信号を利用する場合は、 True Color （32 ビッ ト ） を設定
して ください。

画像の更新が遅い グラフ ィ ッ クカードの

ド ラ イバが古い

更新されたド ラ イバが入手できる場合は、最新のド ラ イバを

インス トールして ください。 また DirextX診断ツールを起動
して、DirextDraw アクセラレータが使用可能になっているか
確認して ください。 ［スター ト ］ メニューから ［ファ イル名

を指定して実行 ...］ を選択し、 名前に DxDiag.exe と入力し
て ［OK］ をク リ ッ ク します。 ［ディ スプレイ］ タブをク リ ッ
ク して ［DirectXの機能］ で確認してください。

他のアプ リ ケーシ ョ ン

が DirectDraw アクセラ
レータを使用している

DirectDraw を利用するアプ リ ケーシ ョ ンを終了してから

AXIS 250Sの ［Live View］ ページにアクセスして ください。
DirextDraw を利用するアプ リケーシ ョ ンには、ビデオ会議ソ
フ ト ウェア、Web テレビ、 ビデオ再生ソフ ト 、 ビデオ編集ソ
フ ト ウェアなどがあ り ます。

グラフ ィ ッ クカードに

ハード ウ ェアア クセラ

レータを利用するため

の十分な メモ リが搭載

されていない

ディ スプレイの解像度を低くするか、画面で使用する色を少

な く して ください。 デス ク ト ップ上でマウスを右ク リ ッ ク

し、 シ ョート カッ ト メニューから ［プロパティ ］ を選択しま

す。 ［設定］ タブを選択して設定を変更して ください。

画質がよ く ない、 画像が

正し く表示されない

グラフ ィ ッ クカードの

ド ラ イバが古い

上記の 「画像の更新が遅い」 を参照して ください。

ラ イン入力のス イ ッチ

の設定が間違っている

AXIS 250S を他のデバイス と並列に接続する場合は、スイ ッ
チを Offに設定して ください。 また、 他の機器を接続しない
場合は、 スイ ッチを On （デフォルト設定） にして ください。

症状 考えられる原因 対応処置
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注意 ： この章をお読みになった後もまだ問題が解決しない場合は、 Axisのホームページにアクセス
し、 FAQ をご確認 ください （http://www.axiscom.co.jp/）。

AXIS MPEG-2 Viewer の
インス トールウ ィザード

が繰り返し起動する

新しいバージ ョ ンのソ

フ ト ウ ェ ア を イ ン ス

トールし よ う と してい

るが、 Internet Explorer
のキャ ッシュに古いソ

フ ト ウ ェ アの情報が

残っている

Internet Explorerのメニューから ［ツール］ - ［インターネッ
トオプシ ョ ン］ を選択し、 ［全般］ タブを表示します。 ［イン

ターネッ ト一時ファ イル］ から ［ファ イルの削除 ...］ を ク
リ ッ ク してキャ ッシュをク リアします。

音質が悪い サウン ドカードのド ラ

イバが古い

ご利用のサウンドカードで、最新のド ラ イバがインス トール

されているか確認して ください。

ス ク リプ ト を利用した ト

リ ガ動作に問題が発生す

る

I/O ポートで、 プラス /
マイナスへの両方の推

移で ト リ ガ （ダ ブル

エ ッジ ト リ ガ） できな

い。

すばやく連続して発生する反復的な ト リガ条件は、認識され

ない可能性があ り ます。 これは、 最初の ト リ ガイベン ト に

よって起動されるコマンドが完全に実行されないうちに 2番
目のイベン ト が発生するためにおこ る現象です。 図で示す

と、 以下のよ うにな り ます。

処理に比較的長い時間のかかるコマンド （例 ： mail、 FTP な
ど） を利用した場合、 特にプ リ / ポス ト ト リガバッファを送
信する際にこの傾向が強くな り ます。 ト リガの間隔を現在よ

り も長めに設定してみてください。

症状 考えられる原因 対応処置

コマンド  コマンド  

T1 T2 T3

コマンド

ト リガ

時間

?
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付録 C ファームウェアの更新

AXIS 250S のファームウェアは内蔵のフラ ッシュ メモ リに保存されています。 他の ROM デバイス
と同様に、 電源を切った後もデータを保持するシ リ コンチップと して提供されます。 フラ ッシュ メ
モ リの特徴は、 データの消去と書き込みができるこ とです。 つま り、 新しいファームウェアを入手
したらすぐに AXIS 250S にインス トール可能であ り、 部品の交換のよ うな作業は必要あ り ません。
新しいファームウェアは、 ネッ ト ワーク経由で AXIS 250Sにインス トールするこ とができます。

新しいファームウェアを入手する

AXIS 250Sの最新ファームウェアは、Axisから無料で提供されます。 インターネッ ト経由で入手す
るこ とができます （http://www.axiscom.co.jp/）。

ファームウェアを更新する

ファームウェアの更新に関連する注意書きがある場合は、 内容をよ くお読みになってからファーム
ウェアの更新を行ってください。

重要！

1. AXIS 250Sの電源を一旦オフにしてから、 また電源をオンにします。

2. DOS窓 （MS-DOSプロンプ ト、 コマンドプロンプ ト ） を開きます。 cd コマンドなどを利用して、
新しいファームウェアが保存されているディ レク ト リに移動します。

3. 以下のコマンドを入力して FTP セッシ ョ ンを開始します。 x.x.x.x には、 AXIS 250S に割り当
てた IP アドレスを入力します。
ftp x.x.x.x

4. AXIS 250Sに root と入力してログインします。パスワードには、 root用のパスワードを入力し
ます。 rootのデフォルトパスワードは passです。

5. bin と入力して Enter キーを押します （FTP をバイナリモードに変更します）。
hash と入力して Enter キーを押します （更新の状況を表示します）。

6. AXIS 250S に新しいファームウェアをダウンロード します。 以下のコマンドを入力して くださ
い。 xxx には、 ファームウェアのバージ ョ ン番号が入り ます。
put 250S_xxx.bin flash_all

フラ ッシュローディングが開始する と、 Power インディケータがオレンジ色と緑色で交互に点滅しま
す。最終的に Power インディケータが緑色に点灯するまでは絶対に電源を外さないよ うにしてくださ
い。

7. フラ ッシュローディングが完了する と、 FTPプロンプ トに戻り ます。 bye または quit と入力し
て FTP セッシ ョ ンを終了します。

� ファームウェアのフラッシュローディングは、通常 30秒～ 10分程で完了します。場合によっては
も う少し時間がかかることがありますので、 フラ ッシュローディングを開始してから最低でも 20
分間はそのままで待ってから、 AXIS 250S の再起動を行って ください。 フラッシュローディングが
失敗したと思われる場合でも、 同様に待って ください。

� 適切な環境下で実行すれば、 この方法を利用して安全にファームウェアをアップグレードできま
す。 アップグレードが正し く行われなかった場合は、 故障の原因となることがあります。 誤った
アップグレード手順による故障については、 Axisは修理費用を請求させていただきます。
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付録 D 各種コネクタ

各種コネクタの概要について説明します。

RS-232 コネクタ
AXIS 250Sは、9ピン D-sub コネクタを備えています。RS-232ポートの物理的なインターフェイス と し
て、 パン /チルト / ズームカメ ラなどのデバイスを リモートで操作するために使用します。

RS-232 コネク タのピン配列は、 以下の図のとおりです。

I/O コネクタ
４ ピンの I/O-A コネクタ と I/O-B コネクタを リアパネルに装備しています。 I/O コネクタは、デジタ
ル入力を ４つ、 デジタル出力を １つ、 RS-485および GNDへのインターフェイスを提供します。

コネクタのピン配列

ピン 機能

1 CD 

2 - RXD

3 - TXD

4 DTR

5 GND

6 DSR

7 RTS

8 CTS

9 RI

ピン 機能 説明

A1 GND
A2 デジタル入力 1 動作させるには GNDに接続します。
A3 デジタル入力 2 動作させるには GNDに接続します。
A4 デジタル出力 最大負荷 100mA、 最大電圧 24V DC。 この出力は、 NPN ト ランジスタオープン

コレク タ対応 （エ ミ ッ タ付） でピン 1に接続されています。外部 リ レーと と もに
利用する場合は、過度電流を避けるためにダイオードを負荷と並列に接続する必
要があ り ます。

B1 デジタル入力 3 動作させるには GNDに接続します。
B2 デジタル入力 4 動作させるには GNDに接続します。
B3 RS485A RS-485/422 - A （non-inverting）。 日本では対応しており ません。
B4 RS485B RS-485/422 - B （inverting）。 日本では対応しており ません。

54321

6 7 8 9
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I/O コネクタ （A ・ B） の回路図
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パン / チルト /ズームデバイスを接続する
AXIS 250S は様々なパン / チル トデバイスのド ラ イバに対応しています。 利用する ド ラ イバは、
［System Options - Ports & Devices - RS-232］ ページから選択するこ とができます。

注意 ： 日本国内で対応しているパン / チルト /ズームカ メ ラは以下の 6種類です （2003年 5月現在）。
最新の情報については、 Axisのホームページをご覧 ください （http://www.axiscom.co.jp/）。
� Sony社製 ： EVI G20/D30/D100

� Canon社製 ： VC-C3/VC-C4/VC-C4R

AXIS 250S を、 コンピュータ、 およびパン / チルトデバイスに接続した構成図を以下に簡単に示し
ます。

設定手順

1． 設定ページにアクセスする

適切なケーブルを利用して、パン /チルト / ズームデバイスを RS-232 ポートに接続します。Web ブ
ラウザから AXIS 250Sにアクセスして ［Live View］ ページを表示します。 左上の ［Setup］ リ ンク
をク リ ッ ク して Administratorのアクセス権を持つユーザで設定ページにログオンします。

2． ド ライバを選択する

［System Options - Ports & Devices - RS-232］ をク リ ッ ク します。 ［Usage］ ド ロ ップダウン リ ス トか
ら Pan/Tilt/Zoom を選択します。

［Pan/Tilt driver］ ド ロ ップダウン リ ス トから利用する ド ラ イバを選択します。 ド ラ イバ固有の設定
がある場合は ［Modify...］ ボタンをク リ ッ ク します。

Web ブラウザ

コンピュータ

設定ページ

パン / チルト
デバイスドライバ

AXIS 250S

RS-485

RS-232

カ メ ラ

パン / チルト
デバイス

ネッ トワーク

カ メ ラ

パン / チルト
デバイス
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3． ド ライバ固有の設定

［Usage］ ド ロ ップダウン リ ス トから Sony EVI-G20/D30/D100 を選択して ［Modify...］ ボタンをク
リ ッ クする と、 次の画面が表示されます。

� Camera 1 has ID -最初の リ ス ト ボ ッ ク スからビデオ入力に接続されているカ メ ラの ID を選択
し ます。 Sony EVI カ メ ラはデイジーチェーンを利用した接続をした場合、 チェーンの最初
に接続されたカ メ ラには ID 1、 2 番目に接続されたカ メ ラには ID 2 が付与されます。 右側
の リ ス ト ボ ッ ク スから、 接続されているカ メ ラの種類を選択し ます。

� Move Speed -動作スピード を指定し ます。 指定でき る値は 1 ～ 100 です。

［Usage］ ド ロ ップダウン リ ス トから Canon VC-C4/V-C4R を選択して ［Modify...］ ボタンをク リ ッ
クする と、 次の画面が表示されます。

� Camera 1 has ID -最初の リ ス ト ボ ッ ク スからビデオ入力に接続されているカ メ ラの ID を選択
し ます。 Canon VC-C4/VC-C4R カ メ ラはデ イ ジーチェーンを利用し た接続を し た場合、

チェーンの最初に接続されたカ メ ラには ID 1、 2 番目に接続されたカ メ ラには ID 2 が付与
されます。 右側の リ ス ト ボ ッ ク スから、 接続されているカ メ ラの種類を選択し ます。

設定が終了したら ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。 ［Cancel］ ボタンをク リ ッ クする と、 設定を保
存せずにド ライバ固有の設定ページを閉じます。

重要！

4． プリセッ トポジシ ョ ンの設定

8. ［COM Port RS232］ ページに戻り ます。 すべての設定が終了したら、 ［Save］ ボタンをク リ ッ ク
します。

9. ［Port Status & Devices - Devices］ をク リ ッ ク して ［Devices］ ページを表示します。 ［Modify...］
ボタンをク リ ッ ク して、 パン /チルト / ズームカメ ラ用のプ リセッ トポジシ ョ ンを設定します。

� Canon VC-C3 を選択した場合、 ド ライバ固有の設定は必要ありません。

� AXIS 250S は様々なパン / チルト / ズームデバイスとの動作テストを行っておりますが、 それらの
デバイスで利用されているドライバや特定のプロ ト コルとの互換性について、Axisは一切の保証を
致しません。
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制御と監視

Web ブラウザの URLに HTTP リ クエス ト を入力し、 以下のこ とを実行するこ とができます。

� リレー出力を上げたり、 下げたりする。

� 4つのデジタル入力のステータスを監視する。

これらの機能を利用するには、管理者 （root） の権限が必要です。 root でログオンし、 root用のパ
スワードを入力します。 root用のデフォルトパスワードは passに設定されています。

リレー出力

対応する リ レー出力を利用して、100mAで最大 24V AC/DCの負荷をかけるこ とができます。リ レー
を追加するこ とによ り、 さ らに負荷を増やすこ と も可能です。

リ レー出力の制御は、 以下の URL を利用します。

例 1 ： - 出力 1 を ONに設定

例 2 ： - 出力 1に 2つの 300msパルスを 500ms間隔で設定

例 3 ： - 出力 1 を ONに設定する前に 1秒待つ

デジタル入力

4つのデジタル入力を利用して、デバイスによる ト リガによってイベン ト を実行するよ う AXIS 250S
を設定するこ とができます。 たとえば、 デジタル入力にモーシ ョ ン検知デバイスを接続し、 デバイ
スが動作するごと イベン ト を ト リガするこ とができます。

デジタル入力のステータス

上記の リ レー出力と同様の方法で、 デジタル入力のステータスを取得するこ とができます。

例 ： - ポート 1、 2、 3、 4 を監視する。

AXIS 250Sは、 以下のよ うにポート 1～ 4のステータスを表示します。

http://AXIS 250Sの IPアドレス /axis-cgi/io/output.cgi?action=1:/

http://AXIS 250Sの IPアドレス /axis-cgi/io/output.cgi?action=1:/300¥500/300¥

http://AXIS 250Sの IPアドレス /axis-cgi/io/output.cgi?action=1:1000/

http://AXIS 250Sの IPアドレス /axis-cgi/io/input.cgi?check=1,2,3,4

Input 1 = 0
Input 2 = 1
Input 3 = 0
Input 4 = 0
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付録 E 帯域幅

ネッ ト ワークはそれぞれ固有の特徴を持ち、 またそれぞれ利用可能な帯域幅も異な り ます。 AXIS
250S のオーディオとビデオの設定は、 ご利用のネッ ト ワークに合わせて調整を行う必要があ り ま
す。

ビデオのビッ ト レート

ビデオのビッ ト レート とは、 1 秒間に転送されるビデオデータの量を表したものです。 AXIS 250S
の設定では、 250、 500、 1000、 2000、 4000、 6000、 8000k ビッ ト / 秒のいずれかの値を選択する
こ とができますが、高いビッ ト レート を選択する とネッ ト ワークへの負荷が高くな り ます。高いビッ
ト レート を設定する前に、 まず以下の点について確認して ください。

� ご利用のアプリケーシ ョ ンは、 高品質のビデオ映像を必要としていますか？様々なビッ ト レートでビ
デオ映像の閲覧や MPEG-2 ファイルのアップロードを試してみて ください。

� AXIS 250S を利用しているネッ トワーク上で帯域幅に依存するサービスが他にありますか？ AXIS 250S
で設定したビッ ト レートによって、 他のサービスに影響は出ませんか？

� 何台のクライアン ト コンピュータがビデオ映像に同時にアクセスすることが予想されますか？ローカ
ルエリアネッ トワーク上で、 ビデオ映像に同時にアクセス可能なクライアン トは 3台までです。

画質とビッ ト レート

以下に、 ビデオ映像の品質とビッ ト レートの関係を表す簡単なグラフを示します。

その他の検討事項

� 画像のアップロードを実行するイベン トは 3つ以上設定できますが、 同時刻にアップロード可能なイ
ベン ト数は 3つまでです。

� 同じネッ トワーク上に複数の AXIS 250S をインストールした場合、 必要と される帯域幅が著し く増加
します。

ビットレート

ビデオ映像の品質
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付録 F 保証とサポートについて

保証

AXIS 250S は、 お買い上げ頂いてから一年間、 センドバッ クによる無償保証が付いており ます。 た
だし、 製品に付属の 「お客様登録カード」 をお送り頂いた方のみのサポート とな り ます。 また、 有
償で保証期間を一年間だけ延長するこ とができます。 詳し くは、 お買い上げの販売店にご連絡くだ
さい。 なお、 保証期間終了後の故障に関しては、 実費負担とな り ます。

技術サポート

Axis 製品に関する技術的なご質問、 および保守に関するお問い合わせは、 Axis 技術サポートセン
ターまでご連絡ください。 また、弊社ホームページにおいて製品情報、 FAQ/参考資料、 マニュアル
等を公開しています。

お問い合わせをいただく前に、 是非弊社ホームページ （http://www.axiscom.co.jp/） をご覧 くださ
い。 電話による技術サポートの受付時間は、 以下のとおりです。

お問い合わせいただく場合は、 事前に以下の事項についてご確認ください。 また、 メールでのお問
い合わせについては、 回答までにお時間をいただく場合がございます。 ど うぞご了承ください。

� 製品名
� 製品のバージ ョ ン
� ご使用のオペレーテ ィングシステムおよび適用サービスパック
� ネッ トワーク環境、 および使用プロ ト コル
� 現象 （具体的なエラーメ ッセージなど）
� その他、 気付いた点

受付時間 : 月～金 （土日、 祝 ・祭日を除 く ）

9:00～ 17:00 （12:30～ 13:30 を除 く ）
TEL: 03-5531-8044
FAX: 03-5531-8042

E-mail: info@axiscom.co.jp
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付録 G 技術仕様

システム要件

AXIS 250S はインターネット標準の TCP/IP プロトコルを採用し、 Windows 2000 および Windows XP
で利用することができます。 ビデオ映像の閲覧に必要なソフトウェアは、 Microsoft Internet Explorer 6
（Service Pack 1を適用） 以上、 DirectX 8.1以上、 Windows Media Player 7.1以上です。

インス トール

RJ-45 ツイストペアケーブルによる物理的な接続。 10BASE-T イーサネット、 100BASE-TXファーストイー
サネットに対応。

管理

Webベースの設定ページを利用した、 リモートによる設定やステータス管理。

圧縮

MPEG-2 を採用。

ビデオに関する機能

解像度、 カラー、 およびビットレートの設定が可能。

BNC入力

コンポジットビデオ （終端なしまたは 75オーム） 用の入力。 NTSC と PALに対応。

Y/C入力

Sビデオ用の入力。 NTSC と PALに対応。

オーディオ入力

ステレオ /モノラルマイク用の入力（φ3.5 ミニジャック）とステレオ /モノラル音声信号受信用の入力（φ3.5
ミニジャック） を装備。

� マイク入力 - High sensitivity を選択した場合、 最大 ： -39.0 dBu （25 mVpp）
Low sensitivity を選択した場合、 最大 ： -18.1 dBu （270 mVpp）

� ライン入力 -最大 ： +2.7 dBu （3.0 Vpp）

対応ネッ トワークプロ ト コル

HTTP、 FTP、 SMTP、 NTP、 ARP、 DHCP、 BOOTP。

I/O-A コネクタ

デジタル入力（最大 12V）を 2つ、デジタル出力（最大 24V、0.1 A）を 1つ装備。ピン 1は GNDに接続。

I/O-B コネクタ

デジタル入力 （最大 12V） を 2つ装備。
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プリ /ポスト ト リガバッファ

プリ /ポストトリガ画像の記憶領域は最大で約 3Mバイト。低いビットレート使用時には約 1分間の録画が可
能。

シリアルコネクタ

9ピン D-Sub RS-232 （最大 115 Kbps）。

対応パン / チルト /ズームカ メ ラ

Sony社製 ： EVI-G20/D３０/D100
Canon社製 ： VC-C3/VC-C4/VC-C4R

セキュリテ ィ

マルチユーザ、 マルチレベルパスワードによる保護。 内蔵ファイアウォールによる IPフィルタリング。

動作環境

温度 ： 5～ 50oC、 湿度 ： 8～ 80% （結露不可）

認可 - EMC

� VCCI - クラス B
� EN 55022:1998 (CISPR 22:1997), Class B - Emission, Europe.
� EN 55024:1998 - Immunity, Europe. (Line input only. The Mic input may be subject to interference from 

nearby radio transmitters.)
� EN 61000-3-2:1995+A1+A2+Corrig.+A14 - Power, Harmonic current emission.
� EN 61000-3-3:1995+A1 - Power, Flicker and inrush current.
� EN 61000-6-2:1999 
� FCC part 15, Subpart B, Class B demonstrated by compliance with EN 55022 (CISPR 22)
� C-Tick AS/NZS 3548 - Australia.

安全規格

EN60950, CSA.

寸法 

高さ ： 27mm、 幅 ： 112mm、 長さ ： 133mm、 重さ ： 0.32kg （外部電源を除く）

ハードウェア

MPEG-2圧縮チップ、 ETRAX 100LX （32ビット RISC 100 MIPS CPU）、 16Mバイト RAM、 4Mバイ
トフラッシュ PROM。

電源

外部電源アダプタ （PS-K） ： 9V DC、 9W
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ソフ トウェア

AXIS MPEG-2 Viewer。 Microsoft Internet Explorer 用の Axis ActiveX コンポーネントで、 AXIS
250Sに付属。

ファイルサイズ

AXIS 250Sにより配信される画像のおおよそのファイルサイズは、 以下の計算式から求められます。

Ba =音声のビットレート（kビット/秒、音声を利用しない場合は0）、Bv =ビデオのビットレート（kビット/秒）。

すべての仕様は予告なく変更されることがあります。

Ba Bv+( ) 1000 60××
8

------------------------------------- バイト /秒
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イベン ト 37

FTPサーバにアップロード 39
HTTP notification 41
TCP notification 41
出力ポート を利用 40
通知 44

HTTP 45
TCP 46

電子メールで通知 41
プリ ト リガバッファ 39

イベン トの設定 37
お
オーディオ機器 19
オーディオの設定 48
か
解像度 47
外部電源アダプタ 56
外部電源コネクタ 12
画質 65
こ
工場出荷時のデフォルト設定 12, 32, 33
さ
サーバレポート 32, 33, 55
再起動 32, 39
サブネッ トマスク 28
し
システム要件 15
シリアル番号 14, 53
す
スイッチ 12
た
帯域幅 65
て
デジタル出力 60
デジタル入力 64
デフォルトゲートウェイ 28
と
ト リガの実行 38
ト リガの種類 38

ね
ネッ トワークコネクタ 12
ネッ トワークスピードの設定 29
ネッ トワークの設定 26
は
パスワード 22
パラメータ リス ト 33
パン / チルト /ズームデバイス

コン ト ロールバー 36, 52
接続 31, 62
ド ライバの選択 31
ポジシ ョ ン 36

ひ
日付と時刻 25
ビッ ト レート 47, 65
ビデオソース 19
ビデオの設定 47
ふ
ファームウェアの更新 59
ファイアウォール 24
アクセスの許可 24

物理アドレス 14, 53
プリセッ トポジシ ョ ン 36, 49
プリ /ポスト ト リガバッファ 39
プロキシサーバ 24
フロン トパネル 12
へ
変調方式 47
ほ
ポートのステータス 49
ポートの設定 30
ホームポジシ ョ ン 36, 50
ホスト名 28
め
メールサーバの設定 29
ゆ
ユーザグループ 23
ユーザの一覧 22
ユーザの追加 23
り
リアパネル 12
リセッ トボタン 12, 33
リレー出力 64
ろ
ログファイル 32, 39, 55


	AXIS 250Sユーザーズマニュアル
	安全のために
	このマニュアルについて

	目次
	製品の概要
	特徴と利点
	アプリケーション

	機能と名称
	フロントパネル
	リアパネル
	ハードウェアの開梱と検査

	AXIS 250Sをインストールする
	コンピュータのシステム要件
	AXIS MPEG-2 Viewerをインストールする
	WebブラウザからAXIS 250Sにアクセスする
	オーディオ機器とビデオソース

	AXIS 250Sを設定する
	System Optionsにアクセスする
	System Optionsの概要
	ユーザの設定
	ファイアウォールの設定
	日付と時刻の設定
	ネットワークの設定
	メールサーバの設定
	ポートの設定
	再起動とリセット
	サポート
	工場出荷時のデフォルト設定に戻す

	AXIS 250Sを操作する
	AXIS 250Sにログオンする
	Webブラウザからアクセスする
	Live Viewを開く
	イベントについて
	FTPサーバへアップロードする
	イベントの通知
	オーディオとビデオの設定
	ポートのステータスとパン/チルト/ズームデバイスの設定
	Live Viewのレイアウト

	付録A その他のIPアドレスの設定方法
	UNIX環境でIPアドレスを設定する

	付録B トラブルシューティング
	IPアドレスにpingする
	症状、考えられる原因および対処方法

	付録C ファームウェアの更新
	新しいファームウェアを入手する
	ファームウェアを更新する

	付録D 各種コネクタ
	RS-232コネクタ
	I/Oコネクタ
	パン/チルト/ズームデバイスを接続する
	制御と監視

	付録E 帯域幅
	ビデオのビットレート
	画質とビットレート
	その他の検討事項

	付録F 保証とサポートについて
	保証
	技術サポート

	付録G 技術仕様
	索引

